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例言

1．本書は、曲川遺跡における発掘調査の成果の概要をまとめたものである。

2．調査地は奈良県橿原市曲川町457－2、470－1、502－1番地ほかに所在し、開発対象面積32，896．4誼

のうち発掘調査面積は2，900誼である。

3．調査は奈良県教育委員会及び橿原市教育委員会から依頼を受けた㈲元興寺文化財研究所が、平成19年4月

9日～7月25日まで現地での作業を実施し、藤井章徳が担当した。整理及び報告書作成作業は、調査後速

やかに開始し、平成21年度をそれに充てた。

4．調査地の実測及び写真撮影は藤井・福山博章（奈良大学卒業生）が行い、榊真麻（奈良大学）の協力を得た。

出土遺物の実測及び浄書は、仲井光代・武田浩子・奥田智代・福山が担当した（所属は当時）。

5．調査地の基準点測量は世界測地系2000を利用し、水準はTPである。測量及び図化業務は㈱アコードが担当した。

6．本書の執筆は第1章を佐藤亜聖、第2章を藤井章徳、それ以外を村田裕介が担当した。

7．遺構写真の一部については掘内保彦氏（掘内保彦事務所）による画像補正を行った。

8．遺物の詳細については、紙幅の都合上、巻末の表にまとめた。

9．本書の編集は村田が行った。
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第1章　調査の経緯と体制

第1節　調査に至る経緯

平成18年3月に株式会社大和流通経済研究所（代表取締役田村耕一）より、奈良県教育委員会教育長宛て

に発掘の届出が提出された。隣接地ではこれまでに弥生時代中期から古墳時代前期の周溝墓群等がみつかってい

ることから、発掘調査が必要との判断がなされた。

その後、平成19年3月、工事内容の変更に伴い届出の変更が行われ、これを受けて奈良県教育委員会、橿原

市教育委員会、㈲元興寺文化財研究所で協議を行った。その結果、㈲元興寺文化財研究所が調査を受託すること

に決定、平成19年4月、㈱大和流通経済研究所と当研究所の間で発掘調査委託契約を締結した。発掘調査に関

わる費用は㈱大和流通経済研究所が負担した。

重機、作業員、測量図化等は㈱大和流通経済研究所が手配し、平成19年4月16日調査に着手、7月25日

現地調査を終了した。

遺物整理作業および報告書作成作業は現地調査終了後、平成21年1月に整理・調査概報作成業務契約を締結、

速やかに着手した。現地調査および整理過程では、㈱大和流通経済研究所の協力をいただき、また奈良県教育委

員会、橿原市教育委員会には随時適切な指導を賜った。関係者各位に深くお礼申し上げたい。

第2節　調査体制

発掘調査及び整理・報告書作成は次の体制で実施した（所属は当時）。

調査指導：奈良県教育委員会・橿原市教育委員会

調査主体：㈲元興寺文化財研究所

理事長　　　辻村泰善

所　長　　　坪井清足

事務局長　　奥洞二郎

研究部長　　狭用兵一

人文考古学研究室（考古担当）

室　長　　　伊藤健司

主任研究員　佐藤亜聖

研究員　　　藤井章徳（現地調査）

研究員　　　村田裕介（整理・報告書作成）

現地作業員：㈲ワーク

調査補助員：福山博章（奈良大学卒業生）、榊真麻（奈良大学学生）、仲井光代・武田浩子・奥田智代（人文考

古学研究室）

調査及び整理にあたり、次の方々から指導・助言をいただいた。感謝申し上げます。（敬称略：所属は当時）

西藤清秀（奈良県教育委員会）、痺藤明彦・濱口和弘・平岩欣太・松井一晃（橿原市教育委員会）
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第2章　調査地の位置と周辺の調査

曲川遺跡の所在する奈良県橿原市は、奈良盆地の南辺に位置する。市域の南部から東部には、本馬山から貝吹

山・香久山を経て鳥見山へと至る山地が南西から北東方向を主軸として横たわる。山地の間には河川等による風

化花崗岩の侵食と耕地拡大のための人為的改変が加わった結果、樹枝状の地形を呈する開析谷地形が形成されて

いる。市内を流れる河川は、西から順に曽我川、高取川、桜川、飛鳥川、米川、寺川等がほぼ等間隔にあり、緩

やかに北へ向かって傾斜する地形とともに北流している。こうした河川の堆積作用により、橿原市域北・中部は

扇状地と自然堤防を伴う沖積地を形成している。

橿原市の中部、大和高田市との市境界付近に曲川遺跡は所在する。遺跡範囲は遺跡名の由来となっている曲川

池を中心とする直径約400～700mにわたる地域が想定されている。現在の行政区分では、曲川町、新堂町、

雲梯町、忌部町などに当たり、旧金橋村の広範囲に及ぶと考えられている。

沖積地上に立地する曲川遺跡は、東の曽我川、西の葛城川に挟まれた標高61．3mの平担に立地する。曲川池

の北東から南方にかけて条里地割の乱れが確認できることから、旧流路の存在が推定できる。大和高田市境界付

近から曲川町にかけて北北東方向に伸びる幅30～50mの帯状の高まりは、旧流路に伴う自然堤防であると考

えられる。奈良盆地全体がそうであるように、曲川周辺地域も吉野川分水の通水以前は水不足が深刻な問題であ

った。この問題を解決するべく、1879年に曲川村民の合力によって曲川池が築造された。しかし、2002年に

埋め立てられ、現在は大型ショッピングセンターに姿を変えている。

曲川遺跡周辺では国道24号線橿原バイパスの建設に伴う発掘調査や京奈和自動車道関連の発掘調査など、近

年盛んに発掘調査が実施されている地域である。

当地域において、縄文時代以前の遺構を伴う遺跡はあまり知られていない。橿原市西曽我遺跡では、縄文時代

中期の遺物包含層が確認されており、橿原市東坊城遺跡では後期から晩期の土坑が検出されている。大和高田市

西坊城遺跡では、土墳墓と考えられる晩期の土器を伴う土坑が検出されている。

弥生時代には曽我川、葛城川流域を中心として多くの遺跡が確認できることから、当地域において積極的な土

地開発が行われたと考えられる。曽我川中流域に所在する橿原市中曽司遺跡は、東西200m、南北300mの範

囲と推定され、前期から後期にわたって溝、住居跡などの遺構が検出されている。このため、中曽司遺跡はこの

地域における拠点的な集落であったと考えられている。橿原市新択一町遺跡、橿原市千塚山遺跡では中期の住居

跡が検出されている。橿原市西曽我遺跡、橿原市土橋遺跡では中期から古墳時代にわたって周溝墓が造営されて

いる。貝吹山から派生した独立丘陵である忌部山に所在する橿原市忌部山遺跡では、弥生時代後期の住居跡や溝

が検出されており、高地性集落が営まれたと考えられる。

古墳時代全般においては、曽我川流域で多くの遺跡が形成されることから、大規模な開発がなされていたこと

が窺える。曽我川左岸に立地する東坊城遺跡では、古墳時代前期から中期と考えられる大溝が検出されている。

この大溝より古墳時代前期から中期の土師器、初期須恵器の他、鋳造鉄斧、鞘羽口等の鍛冶関連遺物、滑石製の

勾玉、管玉といった祭祀関連遺物が出土していることから、付近に大規模な集落の存在が推定されている。大和

高田市西坊城遺跡では、中期から後期の水田と掘立柱建物が検出されており、部分的ではあるが、古墳時代の集

落が確認されている。橿原市曽我遺跡では、中期から後期の玉類、石製模造品の未成品、砥石が大量に出土し、

玉造りを専業的に営んだ大規模な生産遺跡として著名である。橿原市西曽我遺跡では、中期の土坑が検出されて

おり、曽我遺跡との関連が指摘されている。

古墳時代の特徴的な遺跡として大規模な古墳の造営がある。曲川遺跡の近隣には、前期の前方後円墳である橿
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原市スイセン塚古墳と中期の前方後円墳である橿原市鳥屋ミサンザイ古墳が所在している。曽我川上流域には総

数600基以上の新沢千塚古墳群が4世紀から7世紀まで連綿と造営が続いており、渡来系の文物を多く有する

ことでも有名である。また、近年の発掘調査の増加により、周辺地域の埋没古墳の検出も増加している。大和高

田市松浦北遺跡では中期～後期の古墳周溝および、多種類の埴輪を検出している。同遺跡西方の三倉池から後期

の木棺が6基以上出土したことは著名である。中期から後期の古墳である橿原市四条古墳群や橿原市四条シナ

ノ古墳群では、大量の木製品が出土したことで注目されている。このように、低地部にも古墳群が造営されてお

り、今後の調査の増加により古墳の数も増加することが予測される。

飛鳥時代以降では曲川遺跡周辺には顕著な遺跡は確認できない。7世紀後半には藤原京が造営されるが、近年

の調査成果による京域復元案では、曲川遺跡は藤原京西京極より西方へ約1km隔てている。曲川遺跡の北方に

は古代の官道である横大路が東西に通っており、今日でも横大路推定線と重複して橿原市の市道が東西に走る。

旧大和国内には統一条里が施行されたことが明らかとなっており、今日でも各所で明瞭な土地区画痕跡を残す。

曲川遺跡周辺で認められる南北に縦断する旧河道を境に、西に葛下郡、東に高市郡路西条里が復元されている。

図1調査地の位置（S：1／25，000）
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橿原市西曽我遺跡では平安時代後半から鎌倉時代の掘立柱建物・井戸、耕作跡などが検出されている。この調

査成果が示すように、平安時代以降から中世を通じて高市郡においては、多くの荘園が出現している。荘園の多

くは一乗院門跡領、大乗院門跡領を主とする興福寺領である。詳細な地点は不明であるが、おおまかな位置は遺

存地名により推定可能である。西に曲川庄、横大路をはさんで南に忌部庄があり、曽我川をはさんで東に曽我庄、

北に中曽司庄が存在したと考えられる。

室町～戦国時代には東坊城、新堂、忌部、曲川などに環濠集落が形成され、現集落の原型となっている。橿原

市芝の前遺跡では室町時代の墓地跡が検出されており、環濠集落と墓地とのありかたを考えることができる。

参考文献

石野博信1973「大和の弥生時代」『考古学論致』奈良県立橿原考古学研究所

改定植原市史編纂委員会1987「橿原史市　本編下巻」

関川尚功1988「芝の前遺跡」奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第53冊　奈良県立橿原考古学研究所

佐藤良二ほか1989「曽我追跡」奈良県史跡名勝天然記念物調査報告第55冊　奈良県立橿原考古学研究所

大西寅夫ほか1999「西坊城遺跡」奈良県文化財調査報告書第83集　奈良県立橿原考古学研究所

伊藤雅和・岡田憲一2003「西坊城遺跡Ⅲ」奈良県文化財調査報告書第90集　奈良県立橿原考古学研究所

北山峰生・松井一晃2005「曲川遺跡」奈良県立橿原考古学研究所調査報告第90冊奈良県立橿原考古学研究所

藤井章徳ほか2006「曲川遺跡発掘調査報告書　2004年度調査」㈲元興寺文化財研究所

佐々木好直2007「曲川遺跡Ⅲ」奈良県立橿原考古学研究所
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図2　今回の調査地点と2004年度調査区の位置（S：1／1，000）
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図3　遺跡全体図（5：1／400）
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第1節　基本層序

第3章　調査の成果

調査地内は、表土下約50cmにわたって、粗礫を主体とする造成土が施され、その下層には近世末期以後と推

測される水田にともなう耕土とみられる青灰色粘質土が50cmほど堆積している。この下層より瓦器等を含む中

世の包含層（暗褐砂層）が20cmほどの厚さで堆積している。中世の遺構は、暗褐砂層を除去した段階で検出さ

れるが、その多くは、洪水砂と考えられる厚さ20cmほどの堆積（灰白砂層）直上に形成されている。この灰白

砂層下層には、古墳時代初頭までの土器が含まれる包含層（黒褐砂層）が堆積している。

調査区内の層序に対する以上のような認識に立脚した上で、調査は2面の遺構面を対象として実施し、第1

遺構面は暗褐砂層直下の遺構、第2遺構面は灰白砂層・黒褐シルト層直下の遺構を対象とした。但し、調査期

間の関係上、第1遺構面は、遺構掘削はおこなわず、検出のみに止め、第2遺構面調査後には、下層遺構の確

認のため調査区の一部にトレンチを設けて第3遺構面として調査を行った。

本概報では、第2遺構面で検出された遺構を中心に報告する。

59．000m

守常套顛
1．暗線灰5G4／1シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）5％含む　粘性あり
2．黄褐2．5YR5／4シルト～紳砂に礫（¢～0．5cm）15％含む
3．灰オリーブ5Y4／2シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）10％含む
4．黄褐2．5YR5／3シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）10％含む
5．オリーブ褐2．5Y4／3シルト～細砂
6．灰オリーブ5Y5／3シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）15％含む
7．暗灰黄2．5Y4／2シルト～細砂
8．オリーブ褐2．5Y4／3シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）10％含む
9．黄褐2．5YR5／4シルト～細砂
10．灰黄褐10YR4／2シルト～細砂
11．にぷい黄2．5Y6／2細砂
12．暗灰黄2．5Y5／2細砂～中砂
13．黄褐2．5YR5／4細砂～中砂
14．褐灰10YR5／1シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）10％含む
15．黄灰2．5YR4／1中砂～租砂に灰N4／0シルト～細砂を斑状に10％含む
16．暗青灰10BG4／1シルト～細砂に黄褐2．5YR5／3中砂を斑状に30％含む
17．褐10YR4／6中砂～租砂
18．黒褐10YR3／1シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）20％含む
19．灰黄2．5Y6／2中砂～租砂
20．暗灰黄2．5Y5／2細砂～中砂
21．黄灰2．5Y4／1シルト～紳砂にオリーブ褐2．5Y4／6細砂を斑状に5％含む
22．灰黄2．5Y7／2細砂～中砂
23．灰黄2．5Y7／2中砂～租砂ににぷい黄褐10YR5／4中砂～租砂を斑状に15％含む
24．灰白2．5Y7／1中砂
25．黄灰2．5Y5／1シルト～細砂
26．オリーブ黄5Y6／3シルト～細砂　しまり良い
27．褐灰10YR4／1シルト～細砂　粘性あり
28．暗灰黄2．5Y4／1シルト～細砂　木炭を斑状に10％含む
29．褐灰10YR4／1）シルト～細砂に褐10YR4／6細砂を斑状に20％含む
30．灰黄褐10YR4／2細砂～中砂に礫（¢～0．5cm）5％含む
31．灰黄2．5Y6／2中砂～租砂

0　　　　　　　　　1：80　　　　　　　　　4m

図4　調査区北壁土層断面図（5：1／80）
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第2節　弥生時代～古墳時代の遺構・遺物

方形周溝墓

STlOO（図5・6）

AM～AU－2～7区において検出された溝である。北側が調査区外となり全体像は不明だが、検出範囲での

平面形はU字形を呈し、幅は約2．2～3．5mを測る。底部断面形態は浅いU字形を呈し、深さ約0．2～0．3m

である。埋土は概ね2層からなり、上層より黒色シルト、灰白色シルトである。埋土の様子から湛水状態での

堆積が想定される。平面形態及び埋土の堆積状況から周溝墓を巡る周溝であると考えられる。この場合、周溝墓

としての規模は、東西幅14m、南北幅12m以上であり、墳丘主軸は北東を志向する。

遺物は賓（1、3）、高杯（2）が出土しているが、全般に希薄である。南東隅より出土した3は、出土状況か

ら完形であったことが想定される。出土層位は黒色シルト層である。墳丘上あるいは周溝外に配置された土器が、

周溝が若干埋没した段階で周溝内に脱落し、その後埋没したものと考えられる。

1：200　　　　　　　　　10m

○
浣
T
N
I
＝
ト

l

l

1

1

1

－

1

1

1

1

1

1

Ⅹ＝－165575

［範囲A］

「　　　　　　「

翫
」　　　　　　」

彗拳

0　　　1：20　　　50cm

L＿．＿＿＿」＿一⊥⊥－＿　」

黒褐2．5Y3／2シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）20％含む
オリーブ黄5Y6／3シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）20％含む

黒褐2．5Y3／1シルト～紳砂に礫（¢～0．5cm）20％含む
暗灰黄2．5Y4／1シルト～細砂　木炭を斑状に10％含む
灰オリーブ5Y6／2シルト～細砂

黒褐10YR5／1細砂に礫（¢～0．5cm）25％含む
灰5Y5／1珊砂～シルト　粘性あり

灰5Y5／1細砂に暗灰黄2．5Y4／1シルトブロック（¢～3cm）20％含む

暗灰黄2．5Y4／2中砂～租砂にオリーブ褐2．5Y4／4ブロック（¢～5cm）
10％含む

10．オリーブ灰5GY6／1細砂に暗灰黄2．5Y4／1シルトブロック（¢～3cm）

20％含む

0　　　1：40　　　1m
L⊥」．．i　　　　　＿」

図5　STlOO平面図（5：1／200）・土層断面図（5：1／40）・遺物出土状況図（S：1／20）
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出土した土器の年代より、弥生時代後期末の築造と考える。

掘立柱建物

SB150（図7）

AG～AI－22～23区において検出された掘立柱建物である。建物主軸は北東一南西を指向し、梁行1間、

桁行3間である。柱間は梁行1．3～1．5m、桁行約3．2mである。柱掘方は直径約40cmの円形を呈し、抜取穴

図6　STlOO出土遺物実測図（S：1／3）

／

0　　　1：80　　　　2m

径は20cm前後である。周辺には関連する施設等は確

認されず、性格は不明である。

遺存状態が良好な遺物はほとんど出土せず、造営年

代は不明だが、調査区内で検出されたその他の建物主

軸が正方位に乗っているのに対して、大きく偏向し、

多くの自然流路の方向に直行する主軸を持つこと、及

び、埋士の色調が、その他の建物に比べて暗く、弥生

時代後期末の遺構と考えられるSDOOlの埋土に近い

ことを考慮すると、SB150も同様な時期が想定できる。

基巨

SE127（図8・10－4～17）

AP－11区において検出された素掘りの井戸であ

る。掘方の平面形は円形を呈し、直径約1．5m、深さ

約1．2mを測る。埋土は概ね2層からなり、上層よ

り黒褐色砂、黒色シルトである。

遺物は上層の黒褐色砂より、壷（4）、嚢（5～7）、

鉢（8、9）、高杯（10）、下層の黒色シルトより、壷（11）、

嚢（12～14）、高杯（15、16）、杭？（17）が出土

58．800m

S N　2　　　2　　S

e

喝「
N　58讐　f N

、－、＿＿＿／ノ

1．黄褐2．5Y5／3シルト～細砂に黒褐2．5Y3／2シルトブロック
（¢～3cm）30％含む

2．暗灰黄2．5Y5／2シルト～柵砂に礫（¢～0．5cm）20％含む

0　　　　　　　　　1：40　　　　　　　　　　2m

図7　5B150平面（S：1／80）・土層断面図（5：1／40）
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している。16に施されている円孔は上下に位置する2つを除いて貫通していない。

出土した土器の年代より、弥生時代中期後半には機能しており、弥生時代後期後半に埋没したと考える。

±坑

SKO45（図8・10－18）

A0－7区において検出された土坑である。平面形は円形を呈し、直径約1．1mを測る。底部断面形態はU字

形を呈し、深さ約0．75mである。埋土は概ね2層からなり、上層より灰色砂、暗褐色シルトである。埋土の様

相より、湛水状態で半分ほど埋没した後、浅く残った窪みに水流による堆積で完全に埋没したものと考えられる。

3層上面では網代状の炭化物を検出した。

SE127

SKO45

ン
聖二塑

58・700m　　〕

SE127

1．黒褐10YR3／1シルト～柵砂に礫（¢～0．5cm）10％含む　土器片多い（黒褐色砂で取り上げ）
2．黄灰2．5Y4／1シルト～柵砂に礫（¢～0．5cm）10％含む（黒褐色砂で取り上げ）
3．暗灰黄2．5Y5／2中砂～租砂（黒褐色砂で取り上げ）
4．灰N4／0シルト～細砂　層下端に木片堆積（黒褐色砂で取り上げ）
5．暗青灰5B4／1細砂　木片含む（黒色シルトで取り上げ）
6．灰5Y4／1シルト～細砂　層下端に木片堆積　粘性あり（黒色シルトで取り上げ）
7．暗青灰5B4／1柵砂　木片含む　粘性あり（黒色シルトで取り上げ）

SK155

SKO45

1．褐灰10YR4／1中砂～租砂
2．黄灰2．5Y4／1シルト～柵砂ににぷい黄2．5Y5／3

シルトブロック（¢～3cm）15％含む
～－　3．黒2．5Y2／1シルト～細砂　網代状に炭化物が残る

4．黒褐2．5Y3／1シルト～細砂ににぷい黄2．5Y3／1
シルトブロック（¢～3cm）20％含む

1．黒褐10YR3／2シルト～細砂
2．にぷい黄2．5Y6／3細砂～中砂

3．黒褐2．5Y3／1中砂～租砂に礫（¢～0．5cm）20％含む

図8　SE127・SKO45・155平面・土層断面図（5：1／40）
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遺物の出土はほとんどみられず、暗灰色シルトより壷の休部（18）が出土したのみである。出土した土器の

年代より古墳時代前期に機能していたと考える。

SK155（図8・10－19、20）

AM～AN－4区において検出された土坑である。平面形は円形を呈し、直径約1．3mを測る。底部断面形態

はU字形を呈し、深さ約0．2mである。埋土は概ね3層からなり、上層より黒褐色シルト、黄色砂、黒褐色砂

である。埋土中より出土した嚢休部片（19、20）より、弥生時代後期に機能していたと考える。

邁

SDOOl（図9・11－21）

AF～AG－23区において検出された溝である。南半は調査区外のため、全形は不明である。幅約0．9mを測

る。底部断面形態は浅いU字形を呈し、深さ約0．1mである。埋土は黒褐色シルトである。

遺物は図示している嚢口緑部（21）が出土している程度で全体的に少ない。出土した土器の年代より、弥生

時代後期末には機能していたと考える。

SDO40（図21）

AH～AN－6～17区において検出された溝である。座標北から約25度西へ振れる方向で斜行し、南端は

調査区の東側へ、北端は調査区の北側へと伸びている。SRO80に先行する。幅は約0．4～0．6mを測る。底部

図9　SDOOl平面・土層断面図（5：1／40）

2

褐10YR4／6シルト～細砂に礫（¢～5cm）10％含む（SRO80）
褐灰10YR4／1シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）10％含む（SRO80）
黄灰2．5Y4／1シルト～細砂（SRO80）

＝二三－≒二
0　　　1：80　　　4m
L⊥⊥」＿⊥⊥－＿＿＿＿　　」

10．黄灰2．5Y4／1シルト～細砂　粘性あり
11．灰黄2．5Y6／2中砂～租砂
12．灰N4／0中砂に灰5Y5／1シルトブロック

灰黄2．5Y6／2中砂～租砂（SRO80）
灰N4／0中砂に灰5Y5／1シルトブロック（¢～5cm）10％含む（SRO80）
褐灰10YR5／1細砂～中砂に黒褐10YR3／2シルト～柵砂ブロック（SDO40）

（¢～5cm）10％含む

（4，～0．3cm）10％　礫（¢～0．5cm）5％含む（SDO40）
7．黒褐10YR3／1シルトに明黄褐2．5YR6／6シルト～柵砂ブロック（SD153）

（¢～5cm）10％　黄灰2．5Y4／1細砂～中砂を斑状に20％含む　粘性あり（SD153）
8．褐10YR4／6シルト～柵砂に礫（4，～0．5cm）10％含む（SD153）

礫灰10YR4／1シルト～袖砂に礫（¢～0．5cJn）20％含む（SD153）

1：100　　　　　　　　　10m

図10　5D153平面（S：1／100）・土層断面図（5：1／80）

Ⅹ＝－165575
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断面形態はU字型ないし逆台形を呈し、深さ約0．1～0．5mであり、北へ向かうにつれ深くなる。埋土は概ね1

層からなり、黒褐色シルトであり、上層には地山土のブロックを多く含み、下層は粘土質となっている。このた

め、掘削後、湛水状態で短期間機能した後に、埋め戻されたことが想定される。

遺物が出土しなかったため時期は不明だが、SRO80に先行することから、弥生時代後期を遡る遺構と考えら

れる。

SD153（図10・11－24）

AH～AK－4～5区において検出された溝である。南側に張り出した弧状を呈し、東端をSRO80、西端を

SE127（4～17）

11　　　　1、12

SKO45（18）　　　　　　SK155（19・20）

＝

〟

川

イ

SDOOl（21）　　　　　SD153（22）

図11SE127・SKO45・155・SDOOl・153出土遺物実測図（S：1／3・1／6）
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sR140により壊されている。幅は約0．7～1．0mを測る。断面形態はU字形を呈し、深さ約0・9mである。埋

土は概ね粗い砂層で構成され、流水状態での埋没が想定できる。

調査区内で見られる流路等とは全く異なった平面形を呈するため、何らかの人為的造成を推測させるが、性格

については不明である。

遺物は窯休部片（24）が出土している程度で全体的に少ない。出土した土器の年代より、弥生時代後期末に

は機能していたと考える。

自然流路

SROlO（図19）

AB～AF－13～17区において検出された流路である。調査区の南西より流れ込み、SRO44・049と離合集

散しながら北側に蛇行した後、北端はSRO20に合流する。幅は約1．0mを測る。底部断面形態はU字形を呈し、

深さ約0．3mである。埋土は概ね2層からなり、上層より灰白砂、青灰砂である。いずれの層も粗砂を主体とし、

流水状態で堆積したことが窺える。遺物はほとんど出土していないo SRO20に先行することから、これと同時

期か、若干先行して機能していたものと想定される。

遺物は出土していないが、埋没の前後関係より弥生時代後期以前に機能していたと考える。

SRO20（図12－23～36・図19）

AC～AL－7～23区において検出された流路である。調査区の南方より流れ込み、AC・AD－13・14区付

近で二股に分岐し、調査区の北西へと流れ出している。分岐点付近では淵状に深さを増している。幅は約2・5～

5．5mを測る。底部断面形態はU字形を呈し、深さ約0．7～1．1mである。埋土は概ね3層からなり、上層より

黄灰色シルト、暗灰色砂、青灰色粘土である。埋土の様相より、流れの穏やかな時期のあった後、流水状態での

堆積を経て、比較的流れの穏やかな状態で埋没したものと想定される。

各層より土器が出土しているが、特に分岐点付近であるAD・AE－14～16区の淵状落ち込みに堆積する青

灰砂層から多く出土した。土器の中には、ほぼ完形で出土しているものもある。同地点が淵状に落ち込んでいる

理由は、この位置が下層のSR145との交差点にあたり、流路の基盤となる地面が砂質を呈しているため、水流

によって挟られたためと考えられる。

遺物は、黄灰色シルトより嚢（23）、高杯（24）、暗灰色砂より窯（25、26）、高杯（27）、サヌカイト剥片（36）、

青灰シルトより壷（28～30）、窯（31、32）、把手付鉢（33）、高杯（34、35）が出土している。28は頸部

以上は完存しており、胴部以下を故意に打ち欠いた可能性がある030の壷休部の外面には3条の連続山形紋、

5条の連櫛紋、2条の連続山形紋が施され、赤彩の痕跡がみられる。

出土した土器の年代より、弥生時代後期末～古墳時代前期前半にかけて機能していたと考える。

SRO30（図12－37～41・図19）

AD～AN－5～18区において検出された流路である。調査区の南東から流れ込み、斜行しながら調査区の

北西へと流れ出す。SRO70・156に後出し、SRO95・154に先行する○幅約0・8～1・4mを測る。底部断面形態

はU字形を呈し、深さ約0．4～0．6mである。埋土は概ね2層からなり、上層より黄灰色シルト、暗灰色砂である。

埋土の様相より、流水状態での堆積の後、比較的流れの穏やかな状態で埋没したものと想定される。SRO95に

直交する位置関係から、これより確実に先行するものと想定される。

遺物は上層の黄灰色シルトより壷（37、38）、下層の暗灰色砂より、壷口緑部（39）、杭（40、41）が出土

している。

出土した土器の年代より、弥生時代後期後半から末にかけて機能していたと考える。
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SRO20（23～36）

頂kで

∴　ニー
0　　　　　1：3　　　　　10cm

0　　　　　　2：3　　　　　　5cm

黄灰シルト（上層）23・24
暗灰砂（中層）25～27・36
青灰シルト（下層）28－35

黄灰シルト（上層）37・38
暗灰砂（下層）39～41

図12　5RO20・030出土遺物実測図（S：1／3・2／3）
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SRO50（42・43）

黄灰シルト（上層）42
暗灰砂（中層）43

黒褐シルト（上層）
灰白砂（下層）46

0　　　　　　1：3　　　　　　10cm 、一一、⊥＝＝二二二＝二二ニ′′　45

1

図13　SRO50・080・083出土遺物実測図（S：1／3）
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SRO50（図13－42、43・

図19）

AH～AN－18～19区に

おいて検出された流路であ

る。調査区の東側から流れ込

み、AH・AI－18・19区付

近でSRO20に合流する。幅

は約2．0～2．9mを測る。底

部断面形態はU字形を呈し、

深さ約0．4～0．5mである。

埋土は概ね3層からなり、上

層より黄灰色シルト、暗灰色

砂、青灰色シルトである。埋

士の様相より、流水状態での

堆積が想定される。最終埋没

はSRO20が後であるものの、

切り合い部分の断面観察よ

り、同時並存していた時期も

あったと考えられる。

遺物の出土は少ないが、上

層の黄灰色シルトより片口

風の鉢（42）、中層の暗灰色

砂より縄文土器深鉢口緑部

（43）が出土している。弥生

時代後期後半から末には埋没

が始まっていたと考える。

SRO70（図14－47～60・図19）

AD～AH－5～6区において検出された流路である。AE・AF－13～16区でSRO20から分岐し、東側に

張り出す屈曲を経て、調査区の北側へ流れ出す。SRO20よりの分岐点付近には、淵状の落ち込みが存在する。

他の部分に比べて極端に深くなっており、後述する灰白色砂層は、この落ち込みの埋土である。また、落ち込み

部分には柵と考えられる丸木杭による構造物が検出された。幅はSRO20よりの分岐点では広いが、概ね約0．8

～1．5mを測る。底部断面形態はU字形を呈し、分岐点以外での深さは約0．6mである。埋土は概ね3層からなり、

上層より黄灰色砂、灰褐色砂、灰白色砂である。埋土の様相より、流水状態での堆積が想定される。遺物は淵状

落ち込み部分に集中して出土し、土器、木製構造材が多数出土している。SRO20と同じく、土器の中には完形

で出土しているものもある。同地点が落ち込んでいるのは、SRO20と同様に、この位置が前述のSR145との交

差点にあたり、流路の基盤となる地面が砂賃を呈しているため、水流によって挟られたためと考えられる。

柵は2列で構成されている。東側の列は南北方向に長く、東側の列は東西方向に長い。どちらも、淵状落ち

込みが浅くなっている土手部分に流れを遮断する形で敷設されている。柵を構成する杭の遺存状態は良好ではな

く、原位置で検出できたのは、打ち込まれている根元部分のみであった。このため上部構造については不明であ
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0　　　　　　1：3　　　　　10cm

47～51ll・・l　－　　　　　　！

0　　　　　　1：6　　　　　　20cm

52～60

図14　5RO70出土遺物実測図（5：1／3・1／6）

黄灰砂（上層）47
灰褐砂（中層）48・52～54
灰白砂（下層）49～51・55～60



16

58．700m

a13＝7‾a

1．黒10YR2／1シルトに礫（¢～0．5cm）10％含む
（黒褐色シルトで取り上げ）

2．黒褐10YR3／1シルト～細砂に礫（¢～0．5cm）20％含む
（黒褐色シルトで取り上げ）

3．灰黄2．5Y6／2シルト（黒褐色シルトで取り上げ）
4．灰黄2．5Y7／2中砂～租砂（灰白色砂で取り上げ）
5．黄褐10YR5／6中砂～租砂（灰白色砂で取り上げ）

一一一一、／／　＝

［範囲A］

「　　　　　　　「

隈　も＼

Y＝－21885

l
O
①
∽
①
l
I
＝
国

図15　SRO83平面図・土層断面図（5：1／40）

・遺物術土状況図（S：1／20）

るが、東側の杭列では、15cm程度の丸木を利用した

構造材を、杭列とほぼ並行する位置関係で検出した。

遺物は上層より、黄灰色砂より無口縁部（47）、灰

褐色砂より窯底部（48）、杭（52～54）、灰白色砂

より無口緑部（49）、鉢（50）、高杯（51）、木製柄（55）、

不明木製品（56）、杭（57～59）、木製槽（60）が

出土している。

出土した土器の年代より、弥生時代後期初頭から後

半にかけて機能していたと考える。

SRO80（図13－44・図19）

AF～AN－2～13区において検出された流路で

ある。調査区の東から流れ込み、北西側へ斜行しなが

ら調査区の北側へ流れ出す。南端部の調査区東壁直下

が、ちょうど合流地点になっており、南東側から流

れ込んでくる2本の流路がこの位置で合流している。

幅は約1．0～1．6mを測る。底部断面形態はU字形

を呈し、深さ約0．5～0．6mである。埋土は概ね2層

からなり、上層より暗灰色砂、青灰色砂である。埋土

の様相より、流水状態での堆積が想定される。

遺物は嚢休部片（44）が出土している程度で少ない。

弥生時代後期には機能していたと考える。

SRO83（図13－45、46・図15）

AF～AH－13区において検出された流路である。

東西に流れており、東端が浅くなって終息しているた

め、東側より流れ込んでいると考えられる。西端は

SRO20に先行するが、これは最終埋没時期の違いであ

り、底部の形状及び断面の観察結果を考慮すると、一

定期間同時並存していた可能性が高い。また、SRO83

のような調査区内で収束する流路が存在することか

ら、検出した遺構面は相当程度削平されていると考え

られる。幅約1．0mを測る。底部断面形態は浅いU字

形を呈し、深さ約0．2～0．3mである。埋土は概ね2

層からなり、上層より黒褐色シルト、灰白色砂である。

遺物は、上層の黒褐色シルトより、嚢（45）、下層

の灰白色砂より嚢口緑部（46）が出土している。前

者は一箇所に破片がまとまって出土していることか

ら、当初は完形に近い状態で埋没したと想定される。

出土した土器の年代より、古墳時代前期初頭には埋

没が始まっていたと考える。
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0　　　　　　1：3　　　　　10cm

0　　　　　　2：3　　　　　　5cm

図16　SRO90出土遺物実測図（5：1／3・2／ヨ）
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SRO90（図16－61～83）

AK～A0－2～12区において検出された流路である○調査区南側より流れ込み、北西方向へ斜行しながら

調査区北側へと流れ出す。SR120・140・134に後出する。幅は約2・4～3・5mを測る。底部断面形態はU字形

を呈し、深さ約0．5～0．7mである。埋土は概ね4層からなり、上層より褐灰色砂、灰色シルト、暗灰色砂、黄

褐色砂である。埋土の様相より、流水状態での堆積の後、比較的流れの穏やかな状態で埋没したものと想定される。

遺物は灰色シルトより窯（61）、暗灰色砂より壷（62）、嚢（63～66）、高杯（67）、黄褐色砂より壷（68

～72）、嚢（73～75）、器台（76）、高杯（77～81）、石鉄（82）、加工痕のあるサヌカイト剥片（83）が出

土している。全体的に見ると、底部近くの灰色砂層及び黄褐色砂層中より多くの土器が出土している。また、出

土した土器の中には完形のものも含まれる。

sRO90については、流路の主軸が、SRO20・040・080と比べて若干北寄りを志向する。むしろこの主軸傾向は、

後述する周溝墓の主軸や、人工溝と考えられるSDO40に近い。また、遺物の出土量も比較的多い。以上のことより、

人工の溝、あるいは自然流路ではあるが積極的な人為的利用が行われていた可能性を指摘しておきたい。

出土した土器の年代より、弥生時代末から古墳時代初頭にかけて機能していたと考える。

SRO95（図17・図18－84～92）

AC～AD－9～10区において検出された流路である0底部のレベルによると、調査区北側より流れ込み、

西側へ屈曲して調査区西側へ流れ出す○北端は後続するSR154により破壊され、下層にはSR156が存在する。

幅は約1．9～3．5mを測る。底部断面形態はU字形を呈し、深さ約0・4～0・5mである。埋土は概ね粗砂で構成

され、流水状態での堆積が想定される。

範囲A

「喝駈　　「

」

0　　　1：40　　　1m
し．＿＿」＿」⊥＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

1．灰黄2．5Y7／2中砂～租砂
2．黒褐10YR3／1租砂
3．黄灰2．5Y6／1中砂～租砂
4．明黄褐10YR6／6中砂～租砂
5．浅黄2．5Y8／3細砂に暗青灰10BG4／1ブロック（¢～10cm）10％含む
6．にぷい黄橙10YR6／4租砂～中砂　土器片含む

7．暗青灰10BG4／1シルトに明黄褐2．5Y6／8細砂ブロック（¢～10C皿）10％含む
8．明褐7．5YR5／8紳砂に暗青灰10BG4／1シルトを25％含む
9．暗オリーブ灰2．5GY3／1シルト～細砂
10．暗線灰5G4／1シルト～細砂

0　　　　　　　　1：80　　　　　　　　4m

と＝Trr－一　　　　　　　一」

図17　5RO95平面図・土層断面図（5‥1／80）・遺物出土状況図（5：1／40）
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SRO99（93）

l

∠二二LAb91

SR120（94～102）

亮⊃＝

≠二㍉
＼

SR134（103～107）

ヽ

ヽ

SR140（108・109）

暗灰砂（上層）94～96
黄褐砂（下層）97～102

∈二二］＝⊂二二⊃

SR154（110・111）

二三二＿
0　　　　　1：3　　　　　10cm

1．．．＿L＿：　　　　　　　　！

図18　SRO95・099・120・134・140・154出土遺物実測図（S：1／3）
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遺物は壷（84～86）、窯（87）、高杯（88～91）、鉢（92）が出土している。底部付近より比較的多く出土

し、溝底部に接した状態で出土しているものもある。冒頭で述べた流路の流入出方向については、土層断面の記

録による底部レベルの高低差から導き出したが、調査区内での検出面積は狭く、確定はしがたい。

出土した土器の年代より、弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけて機能していたと考える。

SRO99（図18－93・図19）

AC～AE－7～10区において検出された流路である。調査区西側より流れ込み、北東方向に斜行する。

SRO20、SRO70より古く、SR156より新しい。幅はSRO70との接続部分において大きく拡がるが、概ね約3．5

mを測る。底部断面形態は浅いU字形を呈し、深さ約0．5～0．7mである。埋土は概ね粗砂で構成されており、

流水状態で堆積したことが想定される。土層の断面観察及び完掘後の流路底の観察によると、検出幅の流路が一

時期に存在したわけではなく、検出幅の範囲に、小単位の流路が重複を繰り返しながら存在していたであろうと

考えられる。また、流露の東端については、SRO70により壊されているが、これは切り合い部より北側にかつ

て存在したであろうSRO99旧流路を再利用してSRO70が形成されたためと考えられる。

遺物の出土はほとんどみられず、壷休部片（93）が出土したのみである。弥生時代後期以前に機能していた

と考える。

SROlO・044

58．800m

1．灰自2．5Y7／2租砂（SROlO）
2．明黄褐10YR6／8中砂～租砂（SROlO）
3．黄灰2．5Y6／1中砂～租砂（SRO44）

SRO30・070・099

暗灰黄25Y5／2シルト～柵砂に礫（¢～0．5cm）3％含む
灰黄2．5Yl／2粗砂に黄灰2．5Y5／1細砂を斑状に20％含む
灰黄25Y7／2中砂～租砂
黄灰25Y4／1中砂～租砂に黄褐10YR5／6中砂～租砂を斑状に20％含む
灰白75Y7／1中砂～租砂に暗青灰5B4／1シルトブロック

（¢～5cm）30％含む

1．灰黄褐10YR5／2シルト～細砂に礫（¢～05C血）5％含む（SRO30、黄灰色シルトで取り上げ）
2．オリーブ黄5Y6／3シルト～細砂（SRO30、黄灰色シルトで取り上げ）
3．灰黄2．5Y6／2中砂～租砂（SRO30、黄灰色シルトで取り上げ）
4．青灰5B5／1シルト～細砂に灰黄25Y7／2中砂～粗砂を斑状に20％含む（SRO30、暗灰色砂で取り上げ）
5．明オリーブ灰25GY7／1細砂～租砂に青灰10BG4／1シ）L／トブロック（dI～5cm）15％含む（SRO30、暗灰色

砂で取り上げ）
6．灰自5Y8／1細砂（SRO30、暗灰色砂で取り上げ）
7．灰黄25Y6／2細砂（SRO70、黄灰色砂で取り上げ）
8．灰黄25Y6／2細砂～中砂ににぷい黄褐10Y4／3細砂を斑状に15％含む（SRO70、黄灰色砂で取り上げ）
9．黄灰25Y5／1シルト～細砂　粘性あり（SRO70、黄灰色砂で取り上げ）
10．褐灰10YR5／1中砂～租砂（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
11．暗灰黄25Y5／2細砂～中砂に礫（¢～0．5cm）20％含む（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
12．灰5Y5／1シルト　粘性あり（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
13．灰黄25Y6／2粗砂に暗褐灰10BG4／1シルトブロック（4－10cm）15％含む（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
14．灰黄25Y7／2シルト～紳砂に黄褐2．5Y5／4細砂を20％含む（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
15．褐灰10YR4／1細砂～中砂（SRO70、褐灰色砂で取り上げ）
16．褐灰10YR5／1中砂～租砂（SRO99）
17．灰黄2．5Y5／2中砂～租砂（SRO99）
18．灰5Y5／1シルト～細砂　粘性あり（SRO99）

1．にぷい黄25Y6／2却砂（SRO80、暗灰色砂で取り上げ）
2．暗灰黄2．5Y5／2細砂～中砂（SRO80、暗灰色砂で取り上げ）
3．褐灰10YR4／1細砂～中砂に礫（¢～0．5cm）5％含む（SRO80、暗灰色

砂で取り上げ）

7．黒褐10YR3／1シルトに明黄褐2．5Y6／6シルト～細砂ブロック
完遂£り（隠滅

1．黄灰2．5Y5／1租砂に灰黄2．5Y6／2細砂を斑状に5％含む
2．黄灰2．5Y4／1シルト～細砂
3．褐灰10YR4／1細砂に褐灰10YR4／1租砂を斑状に5％含む
4．灰自5Y7／1中砂～租砂
5．黄褐10YR5／6中砂～租砂
6．オリーブ黄5Y6／3細砂に灰5Y5／1を斑状に30％含む

13
暗灰黄15Y5／2シルト～細砂に黄褐2．5Y5／4細砂～中砂を斑状に30％含む（SRO99）
灰5Y5／1シルト～細砂　粘性あり（SRO99）
褐灰10YR5／1シルト～細砂ににぷい黄褐10YR5／4細砂を斑状に10％含む（SRO99）
暗青灰10BG4／1シルト～榔砂に黄褐2．5Y5／6細砂を斑状に5％含む（SRO99）
にぷい黄25Y6／4細砂～中砂（SRO99）
黄褐2．5Y5／4シルト～細砂に黄褐10YR5／6粗砂を斑状に15％含む（SRO99）
オリーブ黄25Y4／3シルト～細砂に礫（d）～05cm）10％含む（SRO99）
灰黄2．5Y6／2紳砂～中砂に灰黄褐10YR4／2細砂ブロック（¢～5cm）含む（SRO99）
黄灰25Y5／1シルト～細砂に礫（¢～05C皿）10％含む（SRO99）
灰5Y4／1シルト～細砂　粘性あり（SRO99）

黄褐25Y5／3細砂に礫（¢～0．5C皿）5％含む（SRO99）
暗青灰10BG4／1シルト～柳砂に褐10YR4／6細砂を斑状に10％含む（SRO99）

霊霊宝禁思㌫t二認欝恩ぶ～0・5cm）10％含む（SRO99）
青灰10BG5／1シルト～紳砂に灰5Y6／1中砂～租砂を斑状に15％含む（SRO99）

灰黄25Y6／2中砂～粗砂に灰5Y5／1シルトブロック（¢～5cm）20％含む（SRO99）
青灰5BG4／1シルト　流木片含む　粘性あり（SRO99）

SRO70

58・700m　6　8　　　4

1・禦謂踪競ト～細砂に礫（¢～0・5cm）5％含む（黄灰色1．灰黄褐1。YR5／2細砂に褐75YR。／4細砂を斑状山。％含む
2．黄灰25Y4／1シルト～細砂に黄灰25Y6／1繍砂を斑状に20％含む（黄　2．灰黄25Y6／2細砂～中砂ににぷい黄褐10YR4／3細砂を斑状に15％含む

4．黄褐25Y5／4中砂（SRO80、暗灰色砂で取り上げ）　　　　　　　　　　　灰色シルトで取り上げ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．灰黄2．5Y6／2紳砂～中砂に黄灰25Y5／1細砂～シルトを斑状に20％含む

：：葺詳捉蒜妄芸芸慧器慧ご080守葉芽桑野徽7／1細砂を斑状順芭蕉粉乳票％含む
6．黄灰25Y6／1細砂に礫（¢～05cm）3％含む（暗灰色砂で取り上げ）　8．浅黄25Y7／3中砂
7．暗灰黄2．5Y5／2シルト～細砂（暗灰色砂で取り上げ）　　　　　　9．にぷい黄25Y6／3中砂～租砂に礫（¢～05cm）10％含む10％、黄灰25Y4／1紳砂～中砂を斑状に20％含む

ぷ’青灰5BG5／1シルト細砂jS詣　　4m三儲藍禦禦禦含む（暗灰註配≡恵三恵

図19　溝・自然流路土層断面図（S：1／40）
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SR120（図18－94～102）

AR～AK－2～8区において検出された流路である。調査区西側と調査区北側が途切れているが、北西方向

に大きく斜行する。検出幅約3．7mを測る。SRO90、SDlOO、SR140に先行する。流路の規模が大きいこと、

及び掘削を行うと周溝墓STlOOを破壊してしまうことを考慮して、2箇所にサブトレンチ（トレンチ1、トレ

ンチ2）を設けて、底の確認及び堆積状況の確認を行った。その結果、埋土は概ね2層であり、上層から暗灰色

砂層、黄褐色砂層である。底部については、地表下約1．3mまで掘削を行ったが、湧水が激しいうえに、埋土が

砂質であるため、安全面を考慮して確認を断念した。埋土の様相から、流水状態での堆積が想定される。

遺物は暗褐色砂より、壷（94）、嚢（95、96）、黄褐色砂より弥生土器嚢（97～99）、高杯（100、101）、鉢（102）

が出土した。黄褐色砂層からは、多量の土器が出土し、この出土量がトレンチ1の範囲内だけで検出された量

であることを考慮すると、かなりの遺物密度が予想される。出土状況は、湧水の激しい砂質層からの出土であっ

たため、明確にはしがたいが、遺構底部あるいは壁からは浮いた状態であった。

出土した土器の年代より、弥生時代後半から古墳時代初頭には機能していたと考える。

SR134（図18－103～107）

AJ～AK－2～4区において検出された流路である。SRO90から分岐し、北西方向に斜行した後、調査区北

側へ流れ出す。幅は約1．1mを測る。底部断面形態はU字形を呈し、深さ0．4mである。埋土は概ね2層からなり、

上層より暗灰色砂、黄褐色砂である。埋土の様相より、流水状態での堆積が想定される。最終埋没はSRO90が

あとであるものの、切り合い部分の断面観察より、同時並存していた時期もあったと考えられる。

遺物は黄褐色砂より窯（103）、（104）、高杯（105）、小型丸底鉢（106）、土製円盤（107）が出土している。

106には内外面ともに赤彩が旅されている。

出土した土器の年代より、弥生時代後期末から古墳時代初頭には機能していたと考える。

SR140（図18－108、109）

AL～AN－2～12区において検出された流路である。調査区の東側より流れ込み、北西方向に斜行し、調

査区の北側へ流れ出す。SRO90・SDlOOに先行する。流路の規模が大きいこと、及び掘削を行うと周溝墓1を

破壊してしまうことを考慮して、2箇所にサブトレンチ（トレンチ1、トレンチ2）を設けて、底の確認及び堆

積状況の確認を行った。その結果、埋土は概ね粗い砂層で構成される。底部については地表下1・3mまで掘削を

行ったが、湧水が激しいうえに、埋土が砂質であるため、安全面を考慮して確認を断念した。埋土の様相から、

流水状態での堆積が予想できる。

遺物は小片ではあるが壷（108）、窯（109）が出土した。出土状況は、湧水の激しい砂質層からの出土であ

ったため、明確にはしがたいが、遺構底部あるいは壁からは浮いた状態であった。

SR154（図18－110、111）

AC～AD－2～4区において検出された流路である。調査区の北西隅に位置するため、平面形等は不明であるが、

北東一南西方向を指向するようである。底部断面形態はU字形を呈し、深さ約1．8mである。埋土は概ね粗い

砂層で構成され、流水状態での堆積が想定される。

遺物は埋土中より小片ではあるが窯（110）、高杯（111）が出土する。検出面は狭いが、底部は非常に深く、

かなり大規模な流路の存在が想定できる。

SR156

AC～AE－4～7区において検出された流路である。SRO70・099より分岐し、北西方向に斜行し調査区の

西側へ流れ出す。底部断面形態は浅いU字形を呈し、深さ約1．2mである。埋土は概ね粗い砂層で構成される。

遺物が出土していないため、時期等は不明だが、分岐位置からSRO70あるいはSRO99の旧河道と考えられよう。



22

第3節　古代以降の遺構・遺物

掘立柱建物

SBO60（図20・図22－112）

AB～AE－8～10区において検出された掘立柱建物である。建物主軸は東西を指向し、梁行2間、桁行3

間以上である。柱間は梁行・桁行ともに1．8～1．9mであり、概ね6尺前後ということが出来る。柱掘方は一辺

約50cmの隅丸方形を呈し、深さ約0．15～0．35mである。周辺には関連する施設などは確認されず、性格は不

明である。

柱掘方より土師器杯（112）が出土しており、それによると9世紀末から10世紀初頭頃に建造されたと考え

られる。

SB130（図20）

AN～AP－2～4区において検出された掘立柱建物である。建物主軸は南北を指向し、梁行1間、桁行3間

以上である。柱間は梁行・桁行ともに1．8～1．9mであり、概ね6尺前後ということができる。柱掘方は1辺

約40cmの円形を呈し、抜取穴径は20cm前後である。西側へ1．8m離れた位置に、柱間を同じくする柱列が確認

されており、庇のような構造が推測される。周辺には関連する施設等は確認されず、性格は不明である。

遺存状態が良好な遺物はほとんど出土せず、造営年代は不明であるが、素掘溝に先行することから、中世以前

と考えられる。

基巨

SE110（図21・図22－113～115）

AS－7区において検出された井戸である。掘方の平面形は円形を呈し、直径約0．8m、深さ約0．4mを測る。

掘方底部に接するように直径約0．4m、残存高約0．2mの曲物製井戸枠が設置されている。埋土は概ね4層から

なり、最上層には井戸枠及び掘方埋土を覆うように褐色砂層が堆積する。井戸枠内埋土は概ね2層からなり、

上層より灰色粘土層、白色砂層である。掘方埋土は暗灰色砂層である。

遺物は、土器小片が各層より出土しているほか、井戸枠内白色砂層より、頚部以上を欠くものの、休部以下は

完形である須恵器壷（115）が出土した。出土状況は井戸底部に直立する形であった。なお、曲物製井戸枠につ

いては状態が極めて悪く、観察に耐える状態で取り上げることは出来なかった。

枠内より出土した土器の年代から、9世紀末から10世紀前半に機能していたものと考えることができる。また、

枠内底部に直立して出土した須恵器壷の存在は、井戸に関する何らかの祭祀催行の可能性を想定させる。

土坑

SK102（図21・図22－116）

AH～AI－14～15区において検出された土坑である。平面形は方形を呈し、長辺約3．7m、短辺約2．5m

を測る。底部断面形態は浅いU字形を呈し、深さ約0．5mである。埋土は1層からなり、灰色シルトからなる。

埋土には地山土のブロックが多く含まれ、埋め戻された様相を示している。

遺物は、埋土中より土器小片が出土したほか、土坑南端寄りの地点から、完形の瓦器椀1点が出土した。出

土状況は、土坑底部から若干浮いた位置に、口緑部を斜め上方へ向けた状態であった。このことからは、ある程

度土坑の埋め戻しが進んだ段階で瓦器椀を配置し、再び埋め戻したという過程が想定される。かなり方形に近い
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図20　5BO60・130平面図（S：1／80）・土層断面図（S：1／40）
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2．黄灰2．5Y4／1シルト
3．灰黄2．5Y6／2租砂に黄灰2．5Y4／1シルトブロック（¢～

3cm）20％含む
4．暗灰費2．5Y4／2中砂～租砂ににぷい黄褐10YR4／3細砂を

斑状に10％含む　　　　　Ⅹニー165627
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ブロック（め～5cm）40％含む

図215E110・SK102・SPO54平面・土層断面図（5：1／40）

褐砂（113）
陪灰砂（114）
灰粘土（115）

∴
0　　　　　1：3　　　　　10cm

図22　古代以降出土遺物実測図（S：1／3）

平面形態に、埋め戻しが行われている

こと、および完形瓦器椀が出土してい

ることは、特徴的であるが、遺構の性

格については不明である。

出土した土器の年代より、11世紀

末から12世紀初頭に廃絶したものと

考えることができる。

ピット

SPO54（図21・図22－117）

AJ－22区において検出されたピ

ットである。平面形は円形を呈し、直

径約0．28mである。底部断面形態は

逆台形を呈し、深さ約0．1mである。

埋土は概ね2層からなり、上層より
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暗褐色シルト（123－129）

0　　　　　　1：3　　　　　10cm

図23　遺構検出面・包含層出土遺物実測図（S：1！3）
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灰色砂、黒褐色砂である。検出面より土師器の杯（117）が出土している。

出土した土器の年代より、10世紀前半には機能していたものと考えることができる。

第4節　包含層出土の遺物（図23）

弥生土器窯（118）、円筒埴輪（120）、家型埴輪（121）は帰属層位が不明である。灰白色砂より、円筒埴輪（122）、

暗褐色シルトより須恵器高杯（123）、円筒埴輪（124、125）土師器皿（126）、黒色土器A類椀（127）、瓦器

小型釜（128）、軒平瓦（129）が出土している。121は入母屋型屋根の部分の破片である。

家型埴輪や円筒埴輪の存在より、遺構としては存在していないが調査地内もしくは近傍に古墳があったことが

示唆される。

第4章　総括

今回の調査では、弥生時代後期の方形周溝墓や弥生時代から古墳時代にかけての流路などを検出した。方形周

溝墓は、2004年度調査の調査区西側で検出された弥生時代後期から庄内式期の方形周溝墓群に含まれると考え

ることができる。本調査区では、方形周溝墓の検出は1基にとどまり、西側には同時期の自然流路が数条検出

されている。自然流路の埋没は弥生時代後期から古墳時代前期にかけて進んでいるため、この方形周溝墓と自然

流路は同時期に存在していたこととなる。したがって、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の方形周溝墓域の

西は自然流路により限られていると言うことができる○墓域の東側では弥生時代中期の方形周溝墓群が存在して

ぉり、これより東に連続するとは考えがたく、2004年度調査の成果を加味すると、この墓域は東西150mの

範囲に収まることが分かる。

また一方、2004年度調査区では弥生時代中期に属する方形周溝墓19基が検出されているが、本調査区で

は検出されておらず、弥生時代中期の墓域が本調査区まで拡がらないことが明らかになった。このことから、

2004年度調査のSR550が弥生時代中期の墓域の西側を限っていたものと考えることができる。弥生時代後期

から古墳時代前期初頭にかけての墓域の決定に当たっては、弥生時代中期の墓域との関係性が意識されたことが

うかがえる。

自然流路については、重複して検出されていることもあり、下層にある流路の遺物がまきあげられた結果、出

土した遺物は弥生時代後期から古墳時代前期にかけての比較的長期間に渡っている。大規模なものはなく、比

較的小規模なものが進路を変えながら機能していたと考えることができる。また、SRO20では杭列が検出され、

積極的に利用されていたことも判明した。同様のものは第20次調査でも確認されている。

以上のように、今回の調査では墓域及びそれを取り巻く自然流路について多くの情報を得ることができ、既往

の調査の成果も加えると弥生時代から古墳時代にかけて連綿と墓域が営まれたことが判明した。しかしながら、

集落域については、曲川遺跡において、弥生時代から古墳時代にかけての住居跡の調査例は調査面積に比して極

めて少なく、第15～17次調査において検出された5棟のみである。これらも弥生時代後期末から古墳時代前

期初頭のものであり、弥生時代中期の墓域を築造する母体となる集落跡は確認されていない。今後の調査での解

明が待たれる。
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関連資料

図24　検出遺構略則図・遺構仮番号配置図

表1～4　掲載遺物一覧（1）～（4）

表5～6　検出遺構および出土遺物一覧（1）～（2）
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図24　検出遺構略測図・遺構仮番号配置図（5：1／400）
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表1掲載遺物一覧（1）

報 告

番 号

出土遺 構

層位

種 別

器 種

口径 一器 高 一底径 （cm ）

長 さ 一幅 一厚

残存 率

胎 土
焼 成

色 調
特徴 （調整 ・文様 ・・形態 ） 特記 事 項

1 S T lOO
弥 生 土器

嚢

＊ －（4．6）－3 ．9

底部 の み

や や 粗 ：3 mm以 下 の石

英 ・長石 ・雲母 ・クサ

リ礫 ．

良

浅 黄 橙 10YR 8 ／ 3

（外 ） 体部 下 半 ヨコ 方 向の タ タキ をナ デ 消す

底 部 付近 タタ キ残 存

（内） ナ デ

2 S T lOO
弥 生 土器

高 杯

＊ －（4．3）－

脚部 の み

や や 粗 ：4 mm以 下 の石

英 ・長石 ・ク サ リ礫

良

にぷ い 黄樟 1・OY R 7 ／ 3

（外 ） 脚柱 部 タテ パ ケ後 タ テ ミガ キ

裾 部 付近 に円形 の 透孔 残 存

（内） 脚柱 ・裾部 ナ デ

3 S T lOO
弥 生 土器 （16 ．7） － 22 ．4－2 ．0 や や 粗 ：4 mm以 下 の石 不 良

（外 ） 口緑 部 オサ エ後 ヨコ ナ デ

休 部 上半 ヨコ方 机 下 半 右上 が りの平 行 タ タキ 内面底 部 付 近 に黒斑
棄 4 5％ 英 ・長石 ・ク サ リ礫 浅 黄 橙 ′′10YR 8 ／ 3 （内） 口緑 部 オサ エ後 ヨコ ナ デ

休 部 摩滅 の た め不 明 だが 、下 半 ヨコパ ケ残 存

4
S E 127 弥 生 土器 （26 ．3） － （5．7 ）－＊ や や 粗 ：4 mm以 下 の石 良 （外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 頸 部粗 い タ テ ミガキ

黒 褐砂 ・＝ヒ亜 20 ％ 英 ・長石 ・雲母 にぷ い 黄樟 10Y R 6 ／ 4 （内） 摩滅 の た め、不 明

5
S E 127
黒 褐 砂

弥 生 土器

嚢

（12 ．9） － （5．8 ）－＊

15％

や や 粗 ・：6 mm以 下 の石

英 ・長石 ・雲母 ・クサ

リ礫

良

灰黄 2．5Y 7 ／ 2

（外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 頚 部 タ タキ工 具 の あた り痕

休 部 上半 右 上 が り平行 タタ キを ナ デ消 し

（内） ヨ コ方 向 のケ ズ リ

6
S E 127 弥 生 土器 （18 ．5） － （2．5 ）－＊

や や 粗 ：2 mm以 下 の石

英 ・長石 ・垂 母 ・クサ
良

（外 ） 口緑 頚 部界 に タ タキ 痕残 存

オサ エ後 、 ヨコナ デ 外 面煤 付 着
黒 褐砂 喪 15％ ココて

リ磯
にぷ い 黄橙 10Y R 7 ／ 3 （内） ヨ コナ デ

7
S E 127 弥 生 土器 （16 ．6） － （1．9 ）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良 （外 ） ヨ コナ デ 、‾口 緑端 部 を上 方 に摘 み 上 げ る

黒 褐砂 袈 10 ％ 英 ・長石 ・クサ リ礫 にぷ い 黄橙 10Y R 7 ／ 4 （内） ヨ コナ デ

8
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（3．4）－3 ．6 や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良 （外 ） 底部 オ サエ 後 ナ デ、 一部 タタ キ痕 残存

黒 褐砂 鉢 底部 の み 英 ・長石 ・雲母 灰黄 2．5Y 7 ／ 2 （内） ヨ コ方 向 のパ ケ

9
S E 127 弥 生 土器 13 ．1 － （8．2） －3 ．2 や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良

（外 ） 体部 下 半右 上 が りの 平行 タタ キ痕

底 部 脇 オサ エ 外 面黒 斑
黒 褐甲 有 孔 鉢 70 ％ 英 ・長 石 ・雲 母 浅 黄 2．5Y 7 ／ 3

（内） 休部 ナ デ上 げ 、底 部 連続 的 な オサ エ

10
S E 127 弥 生 土器 ＊ 賀（5．7）－＊ や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良

（外 ） 杯部 ヨコ ナデ 、脚 柱 部 タテ ミ ガキ

裾 部 4 個 の 透孔

（内） 杯部 ナ デ 、工 具痕 残 存
黒 褐砂 高 杯 30 ％ 英 ・長 石 ・クサ リ礫 にぷ い 黄橙 10Y R 7°／ 4

11
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（4 ・8） －＊ や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良 （外 ） 休部 上 半櫛 描 簾状 文

黒 シ ル ト －＝ヒ里
細片 英 ・長石 ・クサ リ礫 灰 白 2．5Y 8 ／ 2 （内） オ サエ 後 ナデ

12
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（4．2）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良 （外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 休 部粗 い タ テパ ケ

内外面 煤 付 着
黒 シ ル ト 嚢 細片 英 ・長 石 にぷ い 黄橙 10Y R 7 ／ 4 （内） 口緑 ・休部 ヨコ ナデ

13
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（6．0 ）－ （4．1） や や 粗 ：4 mm以 下 の石 良

（外 ） 体部 下 半右 上 が りの 平行 タタ キ痕

底部 ナ デ

（内） 底 部か ら休 部 に ヨ コハ ケ後 ナ デ上 げ

外 面全 体 に煤付 着
黒 シ ル ト 賓 底部 の み 英 ・長 石 ・雲母 にぷ い 黄橙 10Y R 7 ／ 2

14
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（3．0 ）－ （3．6） や や 粗 ：4 mm以 下 の石 良 （外 ） 底 部付 近 ナデ

焼 成 前穿 孔
黒 シ ル ト 有 孔 鉢 底部 め み 英 ・長 石 灰 白 7 ・5Y 7 ／ 1 （内） ナ デ上 げ

15
S E 127 弥 生 土器 （19 ・6 ） － （5．1） －＊ 密 ：3m 以 下 の石 英 ・ 良

（外 ） 口緑 端 部 ヨ コナ デ

杯 部 上 半 ヨ コミ ガキ 後 タテ ミ ガキ 、杯 部 下半 タテ ミ ガキ
黒 シル ト 高 杯 10 ％ 長 石 ・クサ リ礫 にぷ い 黄橿 10Y R 7 ／ 3 （内） 杯 部上 半 ・上 半 ヨ コミ ガキ 後 タテ ミガキ

16
S E 127 弥 生 土器 ＊ －（7．4 ）－ （10 ．4 ） 密 ：2mm以 下 の石 英 ・ 良

（外 ） 脚 台部 7 段 で 多数 の透 孔 を連 続 して穿 孔

脚台 端 部 に浅 い沈 線 巡 る。

（内） 透 孔 は多 くが 貫通 せ ず に、 癌状 に盛 り上 が る黒 シル ト 台 付 鉢 底部 の み 長 石 ・雲母 灰黄 2．5Y 7 ／ 2

17
S E 127

黒 シル ト

木 器

加 工 材
（46 ．4） － 1 1．4－ （9．5） 芯 持 ち材

18
S K O4 5 弥 生 土器 ＊ －（5 ・3主 義 や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良 （外 ） 肩部 ナ デ

暗 灰 シル ト －＝ヒ璽 肩部 片 英 ・長 石 浅黄 橙 2 ．5Y R 7 ／ 3 （内） 肩部 ナ デ

19 S K O 55
弥 生 土器 ＊ －（4 ・5） －＊ や や 粗 ：－1mm以 下 の石 良 （外 ） タ タキ 痕

無 休部 細 片 英 ・長 石 ・雲 母 灰黄 褐 10YR 5 ／ 2 （内） 工具 痕 残存

2 0 S K O5 5
弥 生 土器 ＊ －（3．4 ）－＊ や や 粗 ：1mm以 下 の石 良 （外 ） タ タキ 痕

蛮 休部 細 片 英 ・長石 ・雲母 灰寅 褐 10Y R4 ／ 2 （内） ナ デ

2 1 S D OO l
土 師 器 ＊－ （2．5 ）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良 （外 ） 口 緑部 ヨコナ デ

要 口緑 部 細片 英 ・長石 浅黄 2．5Y 7 ／ 3 （内） 口緑 部 ヨコナ デ

2 2 S ．D 15 3
土 師 器 ＊－ （5．7 ）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良

（外 ） 休 部上 半左 上 が りの 平行 タタ キ後

肩 部 タ テパ ケ

無 肩部 細 片 英 ・長石 にぷ い 褐 7．5Y R 5 ／ 4 （内） 肩部 オ サ エ後 ナ デ

体 部 下 半 ヨ コケ ズ リ

23
S R O2 0 土 師 器 （13 ．1） － （3 ．4 ）－＊ 密 ：5mm以 下 の石 英 ・ 良

（外 ） 口緑 部 ヨコナ デ

肩 部 か す かに タ テパ ケ

黄灰 シル ト 棄 口緑 部 の み 3 0 ％ 長 石 ・雲 母 明黄 褐 10Y R 7 ／ 6 （内） 口 緑部 粗 い ヨコ パケ

肩 部 ヨコ方 向 のケ ズ リ

24
S R O2 0 土 師器 ＊－ （12．7） －（8 ．4 ） 密 ：3mm以 下 の石 英 ・ 良

（外 ） タ テパ ケ後 、 ナ ナ メ方 向の パ ケ

3 方 向 の 円形 透孔

黄灰 シ ル ト 器 台 脚部 の み 50 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 樟 7．5Y R 7 ／ 6 （内） 部分 的 に ナナ メ パケ 残存

裾 部 に 工具 痕 残存

25
S R O2 0 土 師器 （12．4） － （8 ．5 ）一＊ 密 ：5mm以 下 の石 英 ・ 良

（外 ） 口緑 部 ヨコナ デ

休 部 上 半 ヨ コパ ケを ナ デ消 し 、一 部 ヨ コパ ケ残 存
外 面 煤付 着

暗灰 砂 婆 30 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 にぷ い橙 7．5Y R 6 ／ 4 （内） 口緑 部 ヨ コパ ケ 、端 部 わず か に肥 厚

休 部 上 半全 面 に ヨ コ方 向の ケ ズ リ

26
S R O2 0 土 師器

襲

＊－ （2．7 ）－3 ．7 や や 粗 ：4 mm以 下 の石 良 （外 ） 右 上が りの タタ キ痕 外 面 二 次焼 成 受 ける

暗灰 砂 底 部 の み 英 ・長石 灰 白 2 ．5Y 8 ／ 1 （内） 板状 工 具 に よる ナデ 煤 付 着

27
S R O 2 0 土 師器 ＊－ （3 ・3） －＊ や や 粗 ：3 mm以 下 の長 不 良 （外 ） 摩滅 の た め不 明 だが 、細 い ヨコ ミガ キ残 存

暗灰 砂 高 杯 口緑 部 細片 石 ・雲母 ・ク サ リ礫 明赤 褐 5Y R 5 ／ 6 （内） 摩滅 の た め不 明

28
S R O 2 0 土 師器

一＝量こご望

14 ．6 － （7．0 ）－＊ 粗 ：5mm以下 の 石 英 ・ 良

（外 ） 口緑 部 は 凹線 施紋 後 、 円形 浮文 を 貼 り付 け

頸 部 は タテ パ ケ後 、 タテ 方 向 のナ デ

青 灰 シ ル ト 口緑 部 のみ 100 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 浅 黄 2 ．5Y 7 ／ 3 （内） 頸部 ヨコ パケ 後 、 口緑端 部 付近 を ナ デ消 し

肩 部 に シ ポ リメ あ り、黒 斑 あ り。

29
S R O 20 土 師器 （13．8） － （6 ．3） －＊ 粗 ：4mm以下 の石 英 ・ 良 （外 ） 口緑 帯 下方 にキ ザ ミメ列 点 文

青 灰 シ ル ト ＝量ゴ亜 口緑 部 のみ 3 0 ％ 長 石 ・クサ リ礫 浅 黄 2 ．5Y 7 ／ 4 （内） 口緑 部 は ナデ 、肩 部 は オサ エ後 ナ デ

30
S R O 20 弥 生土 器

＝土ご璽

＊ － （3 ．0 ）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良 （外 ） 櫛描 波 状文 と櫛描 簾 状文 を 交互 に配 す

青 灰 シ ル ト 肩 部 細片 ． 英 ・長石 ・雲母 浅 黄 5 Y7 ／ 3 （内） 指 オサ エ痕
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表2　掲載遺物一覧（2）

報 告

番 号

出土 遺 構

層 位

種 別

器 種

口径 一器 高 一底 径 （cm）

長 さ 一幅 一厚
残存 率

胎 土
焼 成 －

色 調
特徴 （調 整 ・文 様 ・形 態） 特記 事 項

3 1
S R O 2 0 弥 生 土器

碧

＊ －（3．6） 一4．4 粗 ：4 mm以 下 の石 英 ・ 良

浅 黄 橙 10 Y R 8 ／ 4

（外 ） 強 い右 上 が りの 平行 タタキ

青 灰 シル ト 底部 の み 90 ％ 長石 ・クサ リ礫 （内） ナ デ

3 2
S R O 2 0 弥 生 土器

・＝量ゴ里

＊一 （3．9）－ （2 ．9） 密 ：1mm以 下 の石 英 ・ 良

灰 黄 2 ．5Y 7 ／ 2

（外 ） 体部 下 半 に平 行 タ タキ残 存

青 灰 シル ト 底部 の み 50 ％ 長石 ・雲母 （内） タ テ方 向 のナ デ

3 3
S R O 2 0

青灰 シル ト

弥 生 土器

鉢

＊－ （5．0 ）－＊

口緑 部 細片

粗 ：3mm以 下 の石 英 ・

長 石 ・チ ャー ト

良

浅 黄 2 ．5Y 7 ／ 4

（外 ） 口緑 部 は オサ エ後 ナ デ

口緑 部付 近 に やや 下 向 きの 把手 を 付 ける
（内） 口緑 部 は オサ エ後 ナ デ

内面 黒 班

34
S R O 2 0 土 師器 ＊一 （6．0 ）－＊ 粗 ：2mm以下 の 石英 ・ 良

橙 7 ．5Y R 6 ／ 6

（外 ）杯 部 か す かに タ テ ミガ キ

脚 柱 部 タテ 方 向の ナ デ

青灰 シ ル ト 高 杯 30 ％ 長 石 ・クサ リ礫 （内 ）杯 部 不 明

脚 柱 部粘 土 ヒ モ痕 跡 あ り

35
S R O 2 0 土 師器 ＊－ （7．1）－ （16．6 ） 粗 ：3mm以下 の 石英 ・ 良

明 黄褐 10Y R 6 ／ 6

（外 ）脚 柱 部 ・脚 裾 部不 明

青灰 シ ル ト 高 杯 脚 部 の み 40 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 （内 ）脚 柱 部 シ ポ リメ、 脚 裾部 ヨコパ ケ

36
S R O 2 0

暗灰 砂

石 器

剥 片

3．4　－　6 ．2後1．2

重 量 ：18 ．5

石材 ：サ ヌ カイ ト

自然 面 を 残す

37
S R O 3 0

黄灰 シ ル ト

土 師器

・＝土ご璽

（2 3．2） － （3 ．8 ）－＊

口緑 部 のみ 2 0 ％

や や 粗 ．：2mm以 下 の石

英 ・長石 ・雲母 －

良

に ぷ い黄 橙 10 Y R 7 ／ 2

（外 ） 口緑 部 に非 常 に細 か い タテ ミ ガキ

端 面 に 2 個一 組 の貼 り付 け円 形浮 文 を巡 らす

（内 ） ヨ コ方 向の パ ケ 端 部 をわ ず かに 肥厚 さ せ る

口緑 部 端 面 の円 形浮

文 は 1 ヶ所 を 除い て

剥離 す る

38
S R O 3 0

鉢
＊ 一 （4 ．0） －3 ．0 や や粗 ：3mm以 下 の長 良

明 赤褐 5YR 5 ／ 8

（外 ）摩 滅 の ため 不 明、 底部 付 近 に ヨコ方 向 のオ サ エ
ミニ チ ュ ア製 品 ？

黄 灰 シ ル ト 底 部 のみ 10 0 ％ 石 ・クサ リ礫 （内 ）摩 滅 の ため 不 明

39
S R O 3 0 弥生 土 器

士里

＊ － （4 ．2） －＊ や や粗 ：3mm以 下 の長 良

種 7 ．5Y R 6 ／ 6

（外 ）オ サ エ後 、 ナ デ

暗灰 砂 口緑 部細 片 石 ・クサ リ礫 （内 ） ヨコ ナ デ

40
S R O 3 0
暗灰 砂

木器

杭
（11．2 ） －4 ．0 －（3 ．0）

広葉 樹 ・芯 持 ち 材

先端 部 の加 工 は 4 面

4 1
S R O 3 0
時 灰 砂

木器

杭
（17．3 ） －5 ．5－ （4 ．5）

広葉 樹 ・芯 持 ち 材

部分 的に薄 く樹皮 残存

4 2
S R O 5 0 土 師 器

鉢

（2 7．6 ） － （11．0 ）－＊
や や粗 ：3m 以下 の 石

英 ・長 石 ・雲 母 ・クサ

リ礫

良

橙 7．5Y R 6 ／ 6

（外） 口緑 部 ナデ 、一 部 タ テパ ケ残 存

休 部 ヨ コパ ケ後 タ テパ ケ後 ナ デ
片口

黄 灰 シル ト 10 ％ （内） 口 緑 部 ヨ コナ デ

休部 板 状 工具 に よ る ヨコ方 向ナ デ

4 3
S R O 5 0 縄 文 土器 ＊ － （4．8） －＊ や や粗 ：2mm以下 の 石 良

に ぷい 黄橙 10Y R 7 ／ 3

（外） ナ デ

暗 灰砂 深 鉢 口 緑部 細 片 英 ・長 石 （内） ナ デ

4 4
S R O 8 0 土 師 器

蛮

＊ － （3．1） －＊ や や粗 ：0．5mm以 下 の 良

褐灰 10Y R 6 ／ 1

（外 ） ヨコ方 向の平 行 タ タキ

暗 灰砂 休 部細 片 石英 ・長 石 （内） オ サ エ後 ナ デ

4 5
S R O 8 3 土 師 器

頭

（14．．1） －（26 ．2 ）一＊ やや 粗 ：3mm以下 の 石 良

橙 7．5Y R 6 ／ 6

（外 ） 口 緑部 ・肩部 にか すか に ヨ コパ ケ残 存

口緑 端 部 は面 を もつ

黒 褐 シル ト 口緑 部 2 5 ％ ・休 部片 英 ・長 石 （内） 口 緑部 オ サエ 後 ヨコナ デ

肩部 ・体部 下 半 ケズ リ、底 部 付近 オ サエ 残存

4 6
S R O 8 3 土 師 器

頭

＊ －（1．8） －＊ やや 粗 ：3mm以下 の石 良

橙 7．5Y R 7 ／ 6

（外 ） ヨコ ナデ
端 部 欠損

灰 白砂 口緑 部 細 片 英 ・長 石 （内） ヨコ ナデ

47
S R O 7 0
黄灰 砂

土 師器

頭

（22 ．0） － （3．2） －＊

口緑 部 の み 25 ％

やや 粗 ：5mm以下 の長

石 ・クサ リ礫

良

にぷ い褐 7．5 Y R 5 ／ 4

（外 ） 体 部下 半 タ テパ ケ をナ デ消 し

底部 中 央 は浅 く窪 む

（内） 底 部 く もの巣 状 パ ケ

48
S R O 7 0 弥 生土 器

鉢

＊－ （4．4 ）－4 ．8 やや 粗 ：4 mm以 下 の長 良

にぷ い橙 7．5 Y R 7 ／ 4

（外 ） タ テ方 向 のパ ケ

灰褐 砂 脚部 の み 10 0 ％ 石 ・ク サ リ礫 （内） 粗 い く もの巣 状 パ ケ

49
S R O 7 0 土 師器

嚢

＊－ （3．3 ）－＊ 密 ：4mm以 下 の石 英 ・ 良

灰 黄 2 ．5Y 7 ／ 2

（外 ） 口緑 ・休部 上 部 ナ デ
外 面 口緑 部 煤付 着 。

灰 白砂 口緑 部 細片 長 石 ・クサ リ礫 （内） 口緑 ・休部 上 部 ヨ コ方 向 のパ ケ、 粘土 接 合 痕

50
S R O 7 0

灰 白砂

土 師器

鉢

14 ．4　－　7．0－4．0

ほぼ 10 0 ％

や や 粗 ：5 mm以 下 の石

英 ・長石 ・雲母 ・クサ

リ礫

良

にぷ い黄 2．5Y 6 ／ 3

（外 ） 口緑 部 ナ デ、 休部 右 上 が りの 平行 タ タキ

（内） 口緑 部 ナ デ、 休部 全 体 にナ デ 、一 部 ナデ 消 し前 の

ヨ コパ ケ残 存 、粘 土 接合 痕

5 1
S R O 7 0 土 師器 ＊ － （4 ．1）－＊ 密 ：1mm以 下 の石英 ・ 良

明 褐 灰 7．5Y R 7 ／ 2 ．

（外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ 、杯 部 かす か に タテ ミガ キ残 存 外 面 口緑 部 付近 赤 色

灰 白砂 高 杯 口緑 部細 片 長 石 ・クサ リ礫 （内 ）杯 部 タテ ミガ キ後 ヨコ ミ ガキ 顔料 （化 粧 土） 付 着 。

52
S R O 7 0 木器

杭
（5 7．3） －9 ．3 －4 ．0

先 端 部 の加 工 は 4 面 芯持 ち材

灰 褐 砂 部 材 1 側 面 に加 工痕 残 存 柾 目 材

5 3
S R O 7 0

灰 褐 砂

木器

杭
（12．2） －4 ．4 －（3 ．9） 先 端 部 の加 工 は 5 面 芯持 ち材

5 4
S R O 7 0 木器

杭
（13．2 ） －4 ．0 －3 ．9

先 端 部 の加 工 は 6 両 芯持 ち材

灰 褐 砂 部 材 全面 は 加工 せ ず、 先 端 部 のみ尖 らせ る 樹皮 残 存

5 5
S R O 7 0

灰 白砂

木 器

斧 柄
（20 ．4 ） － （4 ．8） －＊ 全 体 に腐 食 が著 し く、 加 工 痕な どは不 明 板 目材

5 6
S R O 7 0

灰 白砂

木 器

加 工 材
3 9．3　－ 10．2－2 ．2

部 材先 端 部 と考 え られ る部分 に ヨコ方 向 の加 工痕

側 面 に も認 め られ るが 、 単 位な どは不 明
追柾 目材

5 7
S R O 7 0
灰 白砂

木 器

杭
（33 ．0 ） －4 ．9－4 ．7 先 端部 の 加工 は 6 面

芯持 ち材

樹皮 残 存 ？

58
S R O 7 0 木 器

杭
（6 1．9） －6．8－5 ．2

先 端部 の 加工 は 6 面 芯持 ち材

灰 白砂 部 材全 面 は加 工 せ ず、 先 端部 の み尖 らせ る 樹皮 残 存

59
S R O 7 0 木 器

杭
（67 ．7） － 10 ．2 －7．0

先 端部 の 加工 は 6 面 芯持 ち材

灰 白砂 部 材 の 1 面 の み加 工 し、後 は 先端 部 のみ 尖 らせ る 樹皮 残 存

60
S R O 7 0 木 器

槽

（40 ．3） 一 （34 ．8） －3．3 （外） 底 部 ・休 部 に粗 い タ テ方 向 の加 工痕 平面 形 は 隅丸 長 方形

灰 白砂 高 ：9 ．9 （内） 口 緑端 面 、休 部 に 粗い タテ方 向 の加 工 痕 横木 取 り

6 1
S R O 9 0

灰 シル ト

土 師器

嚢

13 ．6 － （7．3） －＊

口緑 部 9 0 ％

やや 粗 ：3mm以下 の長

石 ・クサ リ礫

やや 不 良

にぷ い 樫 ．5Y R 6 ／ 4

（外） 口 緑部 オ サ エ後 ヨコ ナデ

休部 か す か に平 行 タタ キ痕 残 存

（内） 口 緑部 オ サエ 後 ヨコナ デ 、休 部 ヨ コパ ケ

62
S R O 9 0
時灰 砂

弥 生土 器

・＝ヒ蟹

＊一 （16 ．5） －＊

頸部 3 0 ％

やや 粗 ：3 mm以 下 の石

英 ・長 石 ・雲母 ・ク サ

リ礫

良

にぷ い橙 5Y R 6 ／ 4

（外） 口 頸部 ・休部 上 半 タテ ミガキ

（内） 口 頚部 タテ ミガ キ 、休 部 と の接合 付 近 オサ エ残 存 、

休部 オ サ エ後 タ テ方 向 の ナデ 、粘 土 接合 痕

63
S R O 9 0
時灰 砂

土 師器

楽

（16．4） － （5 ．0 ）－＊

口緑 部 2 5％

や や 粗 ：5 mm以 下 の長

石 ・ク サ リ礫

良

にぷ い褐 7．5 Y R 5 ／ 4

（外 ） 口 緑部 ヨコナ デ 、 一部 タ タキ 痕残 存

肩部 ヨコ方 向 の平 行 タ タキ 痕

（内） 口 緑部 ヨコナ デ 、肩 部 板状 工 具 に よる ナデ
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表3　掲載遺物一覧（3）

報 告

番号

出土 遺 構

層 位

種別

器種

口径 一器高 一底径 （cm ）

長 さ 一幅 一厚

残 存 率

胎土
焼 成

色 調
特徴 （調整 ・文様 ・形態 ） 特記 事項

6 4
S R O 9 0 土 師器

袈

（1 1．0） － （6 ．0） －＊ 密 ：2m m以下 の 石英 ・ 良 （外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 休部 右 上 が りの平 行 タ タキ 痕

暗灰 砂 口緑 部 2 0％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 にぷ い黄 橙 10 Y R 6 ／ 3 （内 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 休部 板 状 工具 に よ るナ デ

6 5
S R O 9 0 土 師器

蛮

＊－ （2．5 ）－（5．0） 密 ：3m m以下 の 石英 ・ 良 （外 ）底 部 脇 オサ エ後 ナ デ

暗灰 砂 底 部 の み 50 ％ 長 石 ・雲 母 にぷ い黄 橙 10 Y R 6 ／ 4 （内 ） ナデ

6 6
S R O 9 0 土 師器

楽

（2 1．2） － （14．6） －＊ 密 ：2m m以下 の 石英 ・ 良

（外 ）口緑 部 ヨ コナ デ、休 部強 い 左上 が りの平 行 タ タキ 痕、

下 半 の一 部 に タテ パケ 残 存
外面 体 部 下半 煤付 着

暗灰 砂 口緑 部 20 ％ 長 石 ・雲 母 ・角 閃 石 にぷ い黄 2 ．5Y 6 ／ 3 （内 ） 口緑 部粗 い ヨ コパ ケ を丁 寧 にナ デ消 し

休 部何 往 復 もす る ケ ズ リ

67
S R O 9 0 土 師器 ＊ － （4 ．1）－＊ 密 ：4m m以下 の 石英 ・ 良 （外 ）杯 部 と脚 部 との接 合付 近 に オサ エ痕 残 存

暗灰 砂 高杯 脚 ・杯接 合 部 10 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 にぷ い黄 2 ．5Y 6 ／ 4 （内 ）杯 部 ナ デ

68
S R O 9 0 土 師器

士亜

＊ － （4 ．8） －＊ 密 ：1m m以下 の 石英 ・ 良 （外 ）部 分 的 に ヨコ ミガ キ残 存

黄褐 砂 頸 部 細片 長 石 ・クサ リ礫　 ‾ 明 褐 7．5Y R 5 ／ 6 （内 ）頚 部 ヨ コ ミガキ 残 存

69
S R O 9 0 土 師器

－＝ヒ璽

＊ 一 （6 ．0 ）－＊ 密 ：3m m以下 の 石英 ・ 良 （外 ）摩 滅 の ため 不 明

黄褐 砂 口緑 部細 片 長 石 ・クサ リ礫 橙 5Y R 6 ／ 6 （内 ）頸 部 付近 か す かに ヨ コ ミガキ 、 肩部 ケ ズ リか ？

70
S R O 9 0 弥生 土 器

＝量ご璽E

1 4．0 － （6 ．0） －＊ 密 ：3 m m以 下 の 石英 ・ 良 （外 ） 口緑 端面 連 続キ ザ ミ後 、 浅 い凹 線文 を 巡 らす

黄褐 砂 口緑 部 60 ％ 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 にぷ い黄 橿 10 Y R 7 ／ 3 （内） ヨ コミ ガキ

7 1
S R O 9 0 弥生 土 器

＝量ゴ璽

＊ － （3 ．5） 7 ．2
密 ：2 m m以 下 の 長石

良 （外） ヨコ パ ケ残 存

黄 褐 砂 底 部 のみ 10 0 ％ 灰 白 2．5Y 7 ／ 1 （内） 工 具 痕残 存

72
S R O 9 0
黄 褐 砂

弥生 土 器

壷

＊ － （10．3）－＊

休 部 細片

や や粗 ：3m m以 下 の石

英 ・長 石 ・クサ リ礫

良

に ぷ い黄 橙 10 Y R 7 ／ 3

（外） 休 部 上半 全 体 に タテ ミガ キ、 頚 部 との 界線 付 近 に

櫛 描直 線 文 ・波 状文 ・直線 文 を巡 らす

（内） オ サ エ後 ナ デ、 粘 土継 ぎ 目痕 跡 あ り

内面 黒 色

73
S R O 9 0 土師 器

楽

＊ 一 （3 ．7・） －＊ 密 ：3 m m以 下 の石 英 ・・ 良 （外） ヨコ ナ デ

黄 褐 砂 口緑 部細 片 長石 ・クサ リ礫 に ぷ い黄 橙 10 Y R 7 ／ 4 （内） ヨコ ナ デ

74
S R O 9 0 土師 器

鉢

＊ － （2 ．1） －2．2 や や粗 ：4m m以下 の 石 良

灰 白 2．5Y 8 ／ 2

（外） 底 部 脇 ・内 はオ サ エ後 ナ デ

黄 褐 砂 底 部 のみ 10 0 ％ 英 ・長 石 ・クサ リ礫 （内） く もの巣 状 に工 具 痕残 存

7 5
S R O 9 0 ・ 土師 器

楽

＊ － （7 ．0） －2．8 密 ：2 mm以 下 の石 英 ・ 良

灰 黄 2．5Y 6 ／ 2

（外） 体 部 下半 ・底部 ヨコ ・ナ ナ メパ ケ
内 ・外 面煤 付 着

黄 褐 砂 底 部 のみ 10 0 ％ 長石 ・雲 母 ・－クサ リ礫 （内） タテ 方 向の ケズ リ

7 6
S R O 9 0 土 師 器 8 ．9　－　7．8－12 ．3 密 ：3 mm以 下 の石 英 ・ 良

明赤 褐 5Y R 5 ／ 6

（外） 口緑部 ヨコナ デ、 杯部 ・脚 部全 体 に細い ヨコ ミガキ

脚部 中央 の透 孔 は 3 方 向

黄 褐砂 器 台 9 5 ％ 長石 ・雲 母 ・クサ リ礫 （内） 杯 部 は摩 滅 のた め不 明

脚部 は ヨコパ ケ の痕 跡 、 シポ リメ残 存

7 7
S R O 9 0 土 師 器 ＊ － （7．2） －＊ やや 粗 ：4m m以下 の 石 ．良

明赤 褐 5 Y R 5 ／ 6

（外） 摩 滅 の ため不 明 、一 部 タ テ ミガ キ残 存

黄 褐砂 高 杯 脚 部片 英 ・長 石 ・雲 母 （内） くも の巣 状 に工 具痕 残 存

7 8
S R O 9 0

黄 褐砂

弥 生 土器

高 杯

＊ － （8．9） －（14．3）

脚 部片

やや 粗 ：2m皿以下 の 長

石 ・クサ リ礫

良

灰黄 2．5 Y 7 ／ 2

（外） 脚 柱部 タテパ ケ 後 タテ ミ ガキ

裾部 の 透 孔 は推 定 4 方 向。

（内） 脚 柱部 シポ リ メ痕、 裾 部 オサ エ後 ナ デ

7 9
S R O 9 0 土 師 器 ＊ － （6．0） －＊ やや 粗 ：2m m以下 の 石 良

浅黄 2．5 Y 7 ／ 3

（外） 摩 滅 のた め 、不 明

黄 褐砂 高 杯 脚 ・杯 接 合部 片 英 ・長 石 ・クサ リ礫 （内） 摩 滅 のた め、 不 明

8 0
S R O 9 0 土 師 器 ＊ － （6．8） －＊ やや 粗 ：1m m以下 の石 良

に ぷい 黄橙 10 Y R 7 ／ 4

（外） 杯 部工 具 痕残 存 。脚 柱 部 ナデ

黄褐 砂 高 杯 脚 ・杯 接 合部 片 英 ・長 石 ・クサ リ礫 （内） 脚 柱部 ナ デ

8 1
S R O 9 0

黄褐 砂

弥 生 土器

高 杯

＊ － （9．8）－14．1

脚部 の み 10 0 ％

やや 粗 ：4 m m以下 の石

英 ・長 石

良

にぷ い 橙 7．5Y R 6 ／ 4

（外） 脚 柱 ・裾 部 タテ 方 向の ミ ガキ

裾部 の 透 孔 は 6 方 向

（内） 脚 柱部 シ ポ リメ 痕、 裾 部オ サ エ後 ナ デ

黒 斑 あ り

82
S R O 9 0

黄褐 砂

石 器

石 鉄

2．3　T l．7 －0 ．5

重量 ：1．0　 10 0 ％
背 ・腹 面押 圧 剥 離

石 材 ：サ ヌカ イ ト

凹基無 茎 式

83
S R O 9 0

黄褐 砂

石 器

剥 片

（5．5） －2 ．7－0 ．6

重量 ：8．6

8 4 S R O 9 5
弥 生 土器

－＝量ご璽

＊－ （2．0 ）－＊ や や 粗 ：2 mm以 下 の石 良

灰 黄 褐 10 Y R 6 ／ 2

（外 ） 口 緑端 面 に 円形 に窪 む 。浮 文 の剥 落 し た痕 か ？

口緑 郵 細片 英 ・長石 ・雲母 （内） ヨコナ デ

85 S R O 9 5
土 師器

－＝量ご盤

（9．2 ） － （5．8） －＊ や や 粗 ：4 mm以 下 の石 良

橙 7．5 Y R 7 ／ 6

（外 ） 摩 滅 のた め不 明

口緑 部 3 0 ％ 英 ・長石 ・クサ リ礫 （内） 口緑 部 ヨコ ミガ キ、 肩部 オ サ エ

86 S R O 9 5
土 師器

・＝ヒ盤

＊－ （7．2 ）－＊ 密 ：3m m以 下 の石 英 ・ 良

にぷ い黄 橙 10 Y R 7 ／ 4

（外 ） 体部 下 半 は、 ナ デ

底 部 片 長 石 ・雲 母 ・クサ リ磯 （内） ヨコハ ケ後 、 放射 状 に ナデ 上 げ る

87 S R O 9 5
弥生 土 器

喪

＊－ （12．8） －（4 ．2） や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良

淡 橙 5 Y R 8 ／ 4

（外 ） や や右 上 が りの平 行 タ タキ

底 部 の み 50 ％ 英 ・長石 ・クサ リ礫 （内） 板状 工 具痕

8 8 S R O 9 5
土 師器 ＊ － （5．2 ）－＊ や や 粗 ：3 mm以 下 の石 良

浅 黄 2 ．5Y 8 ／ 3

（外 ） 杯部 上 半細 い タ テ ミガ キ、 下半 摩 滅 のた め不 明

高杯 杯 部 細 片 英 ・長石 （内） 杯部 上 半細 い タ テ ミガキ 、 下半 ヨコ ・タテ ミ ガキ

8 9 S R O 9 5
土 師器

高杯

＊ － （5．4 ）－＊

杯 部 細片

や や 粗 ：4m m以 下 の石

英 ・長石 ・クサ リ礫 ・

チ ャ ー ト

良

灰 黄 2 ．5Y 7 ／ 2

（外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ、 休 部上 半 オサ エ 後 ナデ

（内） 工具 痕 残存 、 口緑 端 部 に細 い沈 線 巡 らす

9 0 S R O 9 5
土師 器 ＊ － （7 ．4） －12 ．7 密 ：2m m以下 の 石英 ・ 良

淡 黄 2 ．5Y 8 ／ 3

（外 ） 脚部 ヨコ ミガ キ、 一 部 に ミガキ 前 の粗 い タ テパ ケ

残 存

高杯 脚 部 の み 80 ％ 長 石 ・雲 母 杯 部 との破 断面 に棒状 工 具 に よる オサ エ痕 残 存

（内） 脚部 全 体 に ヨコパ ケ 、裾 部 付近 ナ デ消 し

9 1 S R O 9 5
土 師 器 千 一 （2 ．6） －（1 1．1） 粗 ：2m m以下 の 石英 ・ 良

橙 5 Y R 6 ／ 6

（外 ） ナデ

高 杯 脚 部 のみ 10 ％ 長 石 ・雲 母 （内） ナデ

9 2 S R O 9 5
土 師 器

鉢

5 ．9　－　4 ．ト3．0 や や粗 ：3m m以 下 の石 良

灰 黄 2．5Y 6 ／ 2

（外 ） 休部 ナ デ、 底部 付 近 オサ エ
ミニチ ュア製 品 ？

内面 煤 付 着

7 0 ％ 英 ・長 石 ・雲 母 （内 ）指 ナ デ 上 げ

9 3 S R O 9 9
弥 生 土器

・＝ヒ璽

＊ － （6 ．3） －＊ や や粗 ：2m皿以 下 の石 良

橙 5Y R 6 ／ 6

（外 ）肩 部 タ テ方 向 の ミガ キ

肩 部細 片 英 ・長 石 ・クサ リ礫 （内 ）肩 部 ナ デ、 口緑 部 との継 目付近 に指 オ サ エ痕

94
S R 1 2 0 土 師 器

＝土璽E

＊ － （3 ．0） －＊ や や粗 ：3m m以下 の 石 良

橙 7 ．5Y R 7 ／ 6

（外 ） 口緑 部 ヨ コナ デ

暗 灰砂 口 緑部 細 片 英 ・長 石 ・クサ リ礫 （内 ） 口緑 部 ヨ コナ デ

95
S R 1 2 0 土 師 器

楽

＊ － （3 ．0） －＊ や や粗 ：3m m以下 の石 良

浅 黄 2．5Y 7 ／ 3

（外 ）肩 部 タ テパ ケ

暗灰 砂 肩 部細 片 英 ・長 石 ・雲 母 （内 ） 口緑 部 ヨ コパ ケ、 肩部 オ サ エ、 タ テ方 向 のナ デ

96
S R 1 2 0 土 師 器

襲

＊ － （3 ．7） －3．8 や や粗 ：3m m以下 の 石 良

に ぷい 黄 橙 10 Y R 7 ／ 3

（外 ）体 部 下半 強 い右 上 が りの 平行 タタ キ痕

暗灰 砂 底 部 のみ 10 0 ％ 英 ・長 石 （内 ） く もの巣 状 パ ケ

97
S R 1 2 0 土 師 器

嚢

（16 ．9 ） －3．0－＊ 密 ：1mm以 下 の石 英 ・ 良

に ぷい 黄 橙 10 Y R 7 ／ 4

（外 ） 口緑 部 ヨ コナデ 、 端部 は 内湾 ぎ み に立 ち上 が る

黄褐 砂 口 緑部 10 ％ 長石 ・雲母 （内 ）オ サ エ後 、 ナ デ
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表4　掲載遺物一覧（4）

報告

番号

出土 遺 構

層 位

種別

器種

口径 一器 高 一底径 （cm ）

長 さ 一 幅 一厚

残 存 率

胎 土
焼 成

色 調
特 徴 （調 整 ・文 様 ・形 態 ） 特記 事 項

98
S R 1 2 0 弥 生土 器 ＊－ （4 ．8 ）－＊ や や粗 ：6mm以 下の石英 ・良 （外 ）体 部 下半 強 い右 上 が りの 平行 タタキ 痕

黄褐 砂 蛮 底部 の み 10 0 ％ 長石 ・雲 母 ・チャー ト 灰 白 10 Y R 8 ／ 2 （内 ）‾粗 い くもの 巣状 パ ケ

99
S R 1 2 0 弥 生土 器 ＊－ （2 ．8 ）－4 ．5 や や粗 ：3mm以 下 の石 良 （外 ）体 部 下半 強 い右 上 が りの 平行 タタキ 痕

黄褐 砂 碧 底部 100 ％ 英 ・長 石 ・チ ャー ト 浅 黄橙 10Y R 8 ／ 3 （内 ）底 部 工具 痕

10 0
S R 1 2 0 土 師器 ＊－ （6 ．0 ）－＊ や や粗 ：4mm以 下 の石 良 （外 ）杯 部 ナ デ

内面 杯 部 黒斑
黄褐 砂 高 杯 杯 部 片 英 ・長 石 ・角 閃 石 灰 黄褐 10Y R 5 ／ 2 （内 ）杯 部 タ テ ミガキ

10 1
S R 1 2 0 土 師器 ＊－ （7 ．6 ）－＊

や や粗 ：5mm以 下 の石

英 ・長 石 ・雲 母 ・クサ

リ礫

良 （外 ）杯 部 ・脚 柱 部 ナデ

黄褐 砂 高 杯 脚 柱 部片 橙 7 ．5Y R 7 ／ 6 （内 ）脚 柱 部 シポ リメ痕

10 2
S R 1 2 0 土 師器 ＊ － （11．3） －＊ やや 粗 ：2mm以 下の石英 ・良 （外 ）体 部 下半 タテ パケ 後、 休部 上半 ・口緑 部 ヨコ．ミガ キ

黄褐 砂 鉢 休 部 細片 轟石 ・雲母 ・チャー ト にぷ い橙 7 ．5Y R 7 ／ 4 （内 ） 口緑 部付 近 摩滅 の た め不 明。 体 部下 半 ヨ コ ミガ キ

10 3
S R 1 3 4 弥生 土 器 ＊ － （3 ．1）⊥3 ．8 や や粗 ：3mm以 下 の長 畠 （外 ）体 部 下半 タテ方 向 の平 行 タ タキ 痕。 底 部 オサ エ ・

黄褐 砂 要 底 部 の み 75 ％ 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 にぷ い黄 橙 10 Y R 6 ／ 4 （内 ）ナ デ

10 4
S R 1 3 4 土 師器 （10．4 ） － （4 ．9） －7．5 や や粗 ：4mm以 下の 石 良 （外 ）杯 部 下半 摩 滅 のた め不 明 。脚 部 タ テ ミガ キ残 存

黄褐 砂 台付 鉢 45 ％ 英 ・長 石 ・クサ リ礫 にぷい 赤 褐 5Y R 4 ／ 4 （内 ）杯 部 摩滅 の た め不 明。 脚 部ナ デ

10 5
S R 1 3 4 土 師器 ＊ － （12．2） －＊ や や粗 ：5mm以 下の 石 良

（外 ）杯 ・脚柱 部 摩滅 の た め、 不明

杯 部 わず か に段 が み られ る

．（内 ）杯 部 ナ デ。 脚柱 部 に シポ リ メ痕

黄褐 砂 高杯 70 ％ 英 ・長 石 ・クサ リ礫 橙 7 ．5Y R 6 ／ 6

10 6
S R 1 3 4

土 師器

小型 丸 底

鉢

（15．4 ） － （6 ．4） －＊
や や粗 ：3mm以下 の 石

英 ・長 石 ・雲 母 ・クサ

リ礫

良

（外 ） 口緑 部 ナデ 、一 部 ヨ コ ミガキ 、 休部 は 密 な ヨコ ミ

ガ キ
赤彩 あ り

黄褐 砂 15 ％ 橿 7 ．5Y R 6 ／ 6 （内 ） 口緑 部摩 滅 の ため不 明 、 ミ ガキ か

休 部 ヨ二コケ ズ リ

10 7
S R 1 3 4 土製 品 5 ．9　－　5 ．9－0 ．8 密 ：3 mm以 下 の石 英 ・ 良

全 面 ナデ 焼成 前 穿 孔
黄 褐 砂 紡錘 車 100 ％ 長 石 ・クサ リ礫 に ぷ い橙 7 ．5Y R 6 ／ 4

10 8 S R 1 4 0
土 師器

頭

＊ － （3 ．1） －＊ や や粗 ：2mm以下 の 石 良

灰 白 5Y 8 ／ 2

（外） 口緑 部 ヨ コナデ

頸 部 細片 英 ・長 石 （内 ）肩 部 タ テパ ケ

10 9 S R 1 4 0
土 師器

－＝量ご璽

＊ － （1．9） －（4．6） や や粗 ：4mm以下 の 石 良 （外 ）底 部 ・底 部 付近 工具 痕

底 部 のみ 1C）％ 英 ・長 石 暗 灰 N 3 ／ 0 （内 ）パ ケ 後、 ミガキ

1 10 S R 1 5 4
土 師器

碧

（13．0 ） －3 ．0－＊

口緑 部の み 3 0 ％

粗 ：2 mm以 下 の石 英 ・

長 石 ・クサ リ礫

良

灰 白 1 0 Y R 8 ／ 2

（外） 口緑 端部 強 い ヨコ ナ デ

口緑 か ら肩部 にか けて 右上 が りの平 行 タ タキ をナ デ 消 し
（内） 口緑 ・肩 部 ヨ コナ デ

内面 口緑 部煤 付 着

口緑 一 部 二次 焼 成 を

受 け る

1 11 S R 1 5 4
土 師器 ＊ － （2 ．5） －（13 ．4） 密 ：3 mm以 下 の石 英 ・ 良 （外） 裾 部 ヨ コ ミガキ

器台 底 部 のみ 10 ％ 長 石 ・雲母 ・クサ リ礫 橙 7 ．5Y R 7 ／ 6 （内 ）裾 部 ヨ コ ミガキ

1 12 S B O 6 0
土 師 器

杯 （杯 A ）

＊ －＿（3 ．6） －＊

口緑部 細 片
密 i微 小 砂粒

示 良

灰 N 4 ／ 0

（外 ）休 部 摩滅 の た め不 明

（内） 休 部 摩滅 の た め不 明

口 緑端 部 細 い沈 線巡 る

1 13
S E l l O 土師 器 ＊ － （5 ．5） －＊ や や粗 ：4mm以下 の 石 良 （外） ヨコ ナデ 、 鍔部 は水 平 に のび る

鍔端 部 煤 付着
褐 砂 土釜 鍔 部細 片 英 ・長 石 浅黄 橙 10Y R 8 ／ 3 （内） 剥 落 の ため不 明

1 14
S E l l O 土 師 器 ＊ － （2 ．1 ） －＊ 粗 ：2 mm以 下 の石 英 ・ 良 （外） 鍔 部 上面 に 3 条 の沈 線巡 る、 ヨ コナ デ

暗 灰 砂 土 釜 鍔 部細 片 長石 ・雲母 ・クサ リ礫 浅黄 橙 10Y R 8 ／ 3 （内） 剥 落 の ため 不明

1 15
S E l l O 須 恵 器 千 一 （5 ．7） 一3．5 や や粗 ：3mm以下 の 石 不 良 （外） 体 部 下半 回 転ナ デ 、底 部 回転 糸 切 り痕 残存

灰 シ ル ト 壷 （壷 M ）5 0 ％ 英 ・長 石 灰 白 N 8 ／ 0 （内） 回 転 ナデ

1 16 S K 1 2 0
瓦 器

椀

15．2　－　6 ．3－6．3

9 0 ％
密 ：微 小 砂粒

良

灰 N 4 ／ 0

（外） 休 部 の ヨコ ミガキ は 四分割 、 ミガキ の休 部 中位 ま で

（内） 休 部 の ミガ キ はわ ずか に 隙間 が み られ る

見 込み は 密 な平 行暗 文

117 S P O 5 4
土 師 器 （13 ．8） 一（2．6） －＊ や や粗 ：3mm以下 の 石 良 （外） 口緑 端部 ヨコナ デ 、休 部 オサ エ後 、 ヨコナ デ

杯 （杯 A ） 2 5 ％ 英 ；長 石 ・クサ リ礫 に ぷい 橙 7．5Y R 7 ／ 4 （内） ヨコ ナデ　 ロ緑 端部 を 小 さ く玉線 状 に 肥厚 さ せ る

118
包 含層 弥 生 土器

碧

＊ 一 （11．4 ）－4 ．0 密 ：2 mm以 下 の石 英 ・ 良 （外） 体 部 下半 タ テパ ケ 、底 部付 近 ナ デ消 し、底 部 剥離

層 位不 明 底 部 のみ 100 ％ 長石 ・ク サ リ礫 灰黄 2．5Y 7 ／ 2 （内） 体 部 下半 オ サエ 後 ヨ コパ ケ後 タ テ方 向 にナ デ 上 げ

119
包 含層

埴 輪

朝 顔 形埴

輪

＊ 一 （5．5） －＊ やや 粗 ：3mm以下 の 長 良 （外） 凸 部 は比 較 的高 い 、 ヨコ ナデ

層 位不 明 タガ部 細 片 石 ・クサ リ礫 橙 7．5Y R 7 ／ 6 （内） ヨコ ナデ

120
包 含層 埴 輪 （8．7） － （8 ．3 ）－1．8

やや 粗 ：3mm以 下 の 石

英 ・長 石 ・雲 母 ・クサ

リ礫

良 （外） タテ パケ 後 ヨ コパ ケを 施 す と考 え られ る
円形透 孔 の一部 残存

層 位不 明 円筒 埴輪 タ ガ部 細 片 明赤 褐 5Y R 5 ／ 6 （内） 凸 帯部 裏 は オサ エ後 ヨコ方 向 の ナデ 、 タテ パ ケ

12 1
包含 層 埴 輪 （18 ．5） 一 （13 ．2 ）－1．4 密 ：4 mm以 下 の石 英 ・ 良 （外） 破 風板 は タ テパ ケ が残 存 、上 端部 はオ サエ 後 ナ デ

層 位不 明 家 形 埴輪 破風 板 上 部部 分 長石 ・雲母 ・クサ リ礫 にぷ い 橙 7．5Y R 7 ／ 4 （内） 丁 寧 なナ デ

122
包 含層 埴 輪 ＊ － （2．5） －＊ やや 粗 ：6mm以 下 の石 良 （外） 凸 帯 は低 くやや 下 向 きに貼 り付 け る

灰 白砂 円筒 埴輪 タ ガ部 細 片 英 ・長 石 ・クサ リ礫 橙 7．5Y R 7 ／ 6 （内） ナ デ

123
包含 層 須 恵 器 ＊ －（5．0 ） －＊ 密 ：2mm以 下 の長 石 ・ 良 （外） 2 条 の 凹線 文 と 2 条 の 櫛描 波 状文 を 交互 に配 す

暗褐 シル ト 器 台 杯部 細 片 黒色 粒 灰 ：N 4 ／ 0 （内） 回 転 ナデ

124
包含 層

埴 輪

朝 顔形 埴

輪

＊ －（9．2）一＊
やや 粗 ：4 mm以 下 の 石

英 ・長 石 ・雲母 ・クサ

リ磯

良 （外） 粗 い タテ パ ケ後 ヨ コパ ケ 、凸 帯部 は 幅広 い 12 6 と同一 個体 の可

暗褐 シル ト 肩部 片 浅黄 樟 7 ．5Y R 8 ／ 3 （内） 凸 帯部 裏 は オサ エ後 ヨコ方 向 の ナデ 能性

125
包含 層

暗褐 シ ル ト

埴 輪

円 筒埴 輪

＊－ （10 ．2） －＊

休部 片

やや 粗 ：4 mm以 下 の石

英 ・長 石 ・雲母 ・クサ

リ礫

良

浅黄 橙 7 ．5Y R 8 ／ 3

（外） 粗 い タテ パ ケ後 ヨ コパ ケ 、凸 帯部 は 幅広 い

（内） 凸 帯部 裏 は オサ エ後 ヨコ方 向 の ナデ

休部 は タ テ方 向 にナ デ 上げ

円形 の 透孔

12 6
包含 層

暗褐 シ ル ト

土 師器

皿

9．1 － 1．5 －＊

90 ％

やや 粗 ：1mm以 下 の石

英 ・長石 ・雲母 ・クサ

リ礫

良

樟 7．5Y R 7 ／ 6

（外） 口 緑部 強 い ヨ コナ デ、 休部 指 オサ エ

ロ緑 端 部 に粘 土紐 切 り上 げ 痕
（内） 口 緑部 ヨコ ナデ 、休 部 ナ デ

外面底 部 に、稲 モ ミ痕

顎 部 を 欠損 す る

12 7
包含 層 黒 色土 器 ＊－ （5．0 ）－＊ 密 ：1mm以 下 の石 英 ・ 良 （外 ） 口 緑部 付 近 に ヨコ ミガ キ残 存 、休 部 オ サエ 後 ナデ

暗褐 シ ル ト 椀 （椀 A ）‘休 部 細 片 長 石 ・雲 母 ・クサ リ礫 浅黄 樟 7 ．5Y R 8 ／ 6 （内） 休 部 ヨ コミ ガキ

12 8
包含 層 瓦 器 ＊－ （1．8 ）－＊

密 ：微小 砂 粒
良 （外 ） 口 緑部 二 条 の沈 線、 水 平 に伸 び る短 い鍔 を 貼付 け

暗褐 シ ル ト 羽 釜 口緑 部 細片 暗灰 N 3 ／ 0 （内） ヨコ方 向 の工 具 痕残 存

′ヽ　　　　　　　　　　　　 一　　 久　　　　　　　　　　 や

12 9
包 含 層 瓦

軒 平瓦
瓦 当 部 のみ

密 ：5mm以 下 の石英 ・ 良
瓦 当文 様 は、 脇 区に 1 ラ恒の 圏線 を め く らす

偏行 唐 草文 と推定
暗褐 シ ル ト 長 石 ・クサ リ礫 青 灰 5 B 6 ／ 1 凹部 は 布 目を 残す が 、端 部 付近 は ヨコ方 向 のケ ズ リ、 凸

部 は タテ方 向 の ケズ リが残 存 す る
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表5　検出遺構および出土遺物一覧（1）

S 番 号 遺 構番 号 種別 層位 出土 遺物 所 見 地 区

1 S D O O l 溝 土 師器 壷 ・喪 ・細片 1 → 25 ・2 6 A F ・A G － 23

2 遺 構検 出 面 家形 埴 輪 ・円筒埴 輪

3 遺 構検 出 面 埴輪 細 片 （前 期末 ？）

4 遺 構検 出 面 弥生 土 器壷 ？

5 S D O O 5 素堀 溝 弥生 土 器細 片 ？

6 S P O O 6 柱穴 6 → 2 1 A D － 22

7 ‘s p o o 7 柱穴 A D － 23

8 S P O O 8 柱穴 A D － 23

9 S I O O 9 柵列 6 ・7 ・8 で構 成 A D － 22 ・2 3

1 0 S R O l O 流路
灰 白砂 弥生 土 器細 片

A B ～ A F ・－ 17 ～ 2 3
青灰 砂 土師 器 細片

1 1 S D O l l 素堀 溝 弥生 土 器細 片 、土 師 器細 片 A E

12 S D O 1 2 素堀 溝 土 師 器 聾片 、 瓦器 椀 高台 ・皿 A F

13 S D O 1 3 素堀 溝 弥生 土器 細 片 A G

14 S D O 1 4 素堀 溝 土 師 器 楽 口緑 部 ・細 片 14 → 15 A E

1 5 S D O 1 5 素堀 溝 土 師 器 蓋細 片 、須 恵 器椀 細 片 A E

16 S D O 1 6 素堀 溝 須 恵 器 壷細 片 ・土 師 器細 片 A G

17 S D O 1 7 素堀 溝 弥 生 土器 細 片 、土 師 器皿 ・袈細 片 、瓦 器椀 A H

18 S D O 1 8 素堀 溝 土 師 器 楽細 片 、須 恵 器壷 A H

19 S D O 1 9 素堀 溝 弥 生 土器 細 片 A H

2 0 S R O 2 0 流 路

黄灰 シル ト 土 師 器高 坪 ・袈 ・細 片

A C ～ AL － 7 ～ 2 3暗灰 砂 土 師 器聾 ・細 片多 数 、石 器
青灰 シル ト 弥 生 梁 ・壷 ・高杯 ・細片 多数

2 1 S D O 2 1 素 堀 溝 A D

2 2 S X O 2 2 弥 生 土器 襲 ？ A I － 0 8

2 3 S D O 2 3 素 堀 溝 土 師 器細 片 、瓦 器 細 片、 円筒 埴 輪 A H

2 4 S X O 2 4 円筒 埴輪 A I － 10

2 5 S P O 2 5 柱 穴 黒 色 土器 A F － 2 3

2 6 S P O 2 6 柱 穴 A G － 2 3

2 7 S D O 2 7 素 堀 溝 土 師 器楽 、 瓦器 細 片 、 円筒埴 輪 A I

2 8 S D O 2 8 素 堀 溝 須 恵 器壷 、 土 師器 細 片 2 8 → 27 A I

2 9 S D O 2 9 素 堀 溝 土 師 器碧 ・細片 、 須恵 器 楽 A I ・A T

3 0 S D O 3 0 素 堀 溝
暗 灰 砂 弥 生 土器 壷 ・細 片

A D ～ A N － 5 ～ 18
黄灰 シル ト 弥 生 土器 細 片 、土 師器 細 片土 師器 広 口 壷 ・無 ・細 片

3 1 S D O 3 1 素 堀 溝 弥 生 土器 細 片、 須 恵器 楽 ・皿 、 土師 器 皿 AJ

32 S D O 3 2 素 堀 溝 土 師器 襲 ・細片 、 須恵 器 細片 、 土師 器 皿 AK

33 S D O 3 3 素 堀 溝 土 師器 細 片 A K

34 S D O 3 4 素 堀 溝 土 師 器細 片 A K

35 S D O 3 5 素 堀溝 土 師器 細 片 、土 師 器皿 A M

36 S D O 3 6 素 堀溝 土 師器 皿 ・嚢 ・細 片 A M

37 S D O 3 7 素 堀溝 土 師器 細 片 ・瓦 器 椀 A L ・A M

．38 S D O 3 8 素 堀溝 土 師器 賓 ・細 片 A M ・A N

3 9 S D O 3 9 素 堀溝 土 師器 細 片 、須 恵 器壷 片 A L

40 S D O 4 0 溝 埋 士 に地 山 ブ ロ ック多 く含 む AH ～ A N － 6 ～ 17

4 1 ．S X O 4 1 黒 シ ル ト 土 師器 聾 ・高杯 S lO O 黒 シル トよ り出 土 A 0 － 0 7

4 2 S D O 4 2 素 堀溝 土 師器 喪 ・細 片 AL

43 S D O 4 3 素 堀溝 土 師器 細 片 43 → 37 A L

4 4 S R O 4 4 流路 44 → 10 A B ～ A C － 19 ～ 2 1

4 5 S K O 4 5 土坑
暗灰シル ト 土 師器 賓

AH ．～ A I － 2 0 ～ 2 1
灰砂

4 6 S D O 4 6 素 堀溝 土 師器 皿 ・細 片 、 須恵 器壷 AE

4 7 S D O 4 7 素 堀溝 土 師器 楽 ・細 片 、瓦 器 椀 AC ・A D

4 8 S D O 4 8 素 堀溝 土 師器 賓 ・細 片 AD

4 9 S R O 4 9 流路 弥生 土 器 細片 49 → 10 → 20 A D ～ AE － 17 ～ 18

5 0 S R O 5 0 流路

青灰シル ト 弥生 土 器 細片

50 → 2 0
A H ～ A N － 18 ～

19
暗 灰砂 縄文 土 器 深鉢 ・細片 、 土師 器 碧

黄灰シル ト 土 師器 棄 ・壷 ・細片

5 1 S D O 5 1 素堀 溝 土 師器 椀 ・細 片 、須 恵 器細 片 、 AD

5 2 S P O 5 2 柱穴 AE － 2 3

5 3 S P O 5 3 柱穴 AE － 2 3

5 4 S P O 5 4 ピッ ト 土 師器 皿 Å1 － 2 2

5 5 S P O 5 5 ピッ ト 土 師器 梁 ・細 片 AJ － 2 2

5 6 S P O 5 6 柱穴 SB 1 5 0 を構 成 AH － 2 2

5 7 S D O 5 7 素堀 溝　 r 須恵 器 聾 、土 師 器細 片 AC

5 8 S P O 5 8 ピッ ト AM － 2 3

5 9 S P O 5 9 ピ ッ ト 土師 器 細片 AM － 2 3

6 0 S B O 6 0 掘 立柱 建物 2 × 3 間以 上 AB ～ A E － 8 ～ 10

6 1 S P O 6 1 A M － 2 1 ～ 22

6 2 S P O 6 2 土 師 器細 片 AK － 2 2

6 3 S D O 6 3 素 堀 溝 土 師 器細 片 A H － 16 ～ 2 1

6 4 S D O 6 4 ・ 素堀 溝 土 師 器皿 ・細 片 64 → 3 5 A J

6 5 S D O 6 5 素堀 溝 土 師 器皿 ・細 片 A L

66 S D O 6 6 素 堀 溝 土 師 器楽 ・細 片 A L

67 S P O 6 7 ピ ッ ト 土 師 器細 片 A E － 15

6 8 S P O 6 8 ピ ッ ト 土 師 器細 片 A F － 15

6 9 S D O 6 9 素 堀 溝 土 師 器聾 、 瓦 器椀 A D

70 S R O 7 0 流 路

灰 白砂 土 師 器棄 ・鉢 ・細 片　 木 製 品杭 ・槽 ・斧柄
灰 白 砂 は A E ～ A G 1 4 区 の淵 状落 込埋 土

柵 2 ヶ所
A D ～ A N － 5 ～ 16灰 褐 砂 土 師 器蛮 ・高 杯 ・細 片　 木製 品 杭 ・加 工材

黄 灰 砂 土 師 器嚢 ・細 片　 石器 剥 片

7 1 S D O 7 1 素 堀 溝 土 師 器細 片 A C

72 S D O 7 2 素 堀 溝 土 師器 楽 ・細 片 A C

73 S D O 7 3 素 堀 溝 土 師器 壷 ・細 片、 円 筒埴 輪 A E － 5 ～ 16

7 4 S D O 7 4 素 堀溝 土 師器 棄 A E － 5 ～ 15　 －

75 S D O 7 5 素 堀溝 土 師器 楽 A D － 5 ～ 16

7 6 S D O 7 6 素 堀溝 土 師器 細 片 A E － 14 ～ 15

7 7 S P O 7 7 ピ ッ ト 土 師器 細 片 A G － 14 ～ 15

7 8 ・ S D O 7 8 素 堀溝 土 師器 賓 ⊥　須恵 器 蛮 A G

79 S D O 7 9 素 堀溝 土 師器 広 口 壷 2 3 の続 き か ？ A H

80 S R O 8 0 流 路 ．
青 灰 砂 弥 生土 器 細 片 ？、 土師 器 細片

4 0 → 80 A F ～ A N － 2 ～ 13
暗 灰 砂 土 師器 楽 ・細片

8 1 S K O 8 1 土坑 A E － 13

8 2 S D O 8 2 素 堀溝 土 師器 高 杯 ・細 片 A G － 5 ～ 16

8 3 S D O 8 3 溝
灰 白砂 土 師器 楽

8 3 → 20 A F ～ A H － 13
黒褐シル ト 土 師器 蛮 ・細 片

8 4 S P O 8 4 柱穴 SBO 6 0 を構 成 A C － 8

8 5 S P O 8 5 柱穴 掘 方 土 師器 椀 SBO 6 0 を 構 成 A C － 8

8 6 S P O 8 6 柱穴 柱 抜取 土 師器 細 片 SBO 6 0 を 構 成 A D － 8
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表6　検出遺構および出土遺物一覧（2）

S 番 号 遺構 番 号 種別 層位 出 土遺 物 所 見 地 区

87 S P O 8 7 柱穴 SB O6 0 を構 成 A E － 8

88 S P O 8 8 柱 穴 SB O6 0 を構 成 A E － 9

89 S P O 8 9 柱 穴 SB O6 0 を構 成 A E － 10

90 S R O 9 0 流 路

黄 褐砂 弥 生 土器 長 頸壷 ・鉢 、土 師器 楽 ・高杯 ・器台　 石器 剥 片
SB O6 0 を構 成 A K ～ A D － 2 ～ 12暗 灰砂 弥 生 土器 喪 、土 師 器 棄 ・高 杯 ・細 片　 石器 石 族 ・剥 片

灰 シル ト 須恵 器楽 ・器台 ・細片

9 1 S P O 9 1 柱 穴 SB O6 0 を構 成 A D － 10

92 S P O 9 2 柱 穴 掘方 土 師 器賓 、 須恵 器 細片　 木製 品 細 片 SB O6 0 を構 成 A C － 10

93 S P O 9 3 柱 穴 SB O6 0 を構 成 A C － 10

94 S X O 9 4 土 師 器 袈 ・細片 遺 物 出土 （S70 灰 褐砂 ） A G － 13

9 5 S R O 9 5 流 路 土 師 器棄 ・高杯 ・器台 ・鉢 A C ～ A D － 9 ～ 10

9 6 S D O 9 6 溝 9 6 －◆97　 S9 7 下 層 に 続 く A C － 6 ～ 7

9 7 S K O 9 7 土 坑 A C － 6

9 8 S K O 9 8 土 坑 9 8 → 97 A C － 6

9 9 S R O 9 9 流 路 土 師 器壷 A C ～ A E － 7 ～ 10

100 S T l O O 周溝 墓
灰 シル ト 土 師 器嚢 ・高杯 ・細片 周 濠 A M ～ AU － 2 ～ 7
黒 シル ト 土 師 器袈 ・高杯 ・細片

10 1 S R l O l 流 路 9 9 → 10 1 → 70　 遺 構 底 は S7 0 に流 れ 込 む A F ～ A G － 7 ～ 1 1

10 2 S K l O 2 土 坑 瓦 器 椀 埋 土 に地 山 ブ ロ ック多 く含む A H ～ A I－ 14 ～ 15

10 3 S D l O 3 素 堀 溝 A T ・A K

10 4 S D l O 4 素堀 溝 A M

10 5 S D l O 5 素 堀 溝 土 師 器高 杯 ・細 片 M

106 S D l O 6 素 堀 溝 土 師 器壷 ・細片 、 円筒 埴 輪 A L

107 S D l O 7 素 堀 溝 土 師 器細 片 A K

108 S D l O 8 素 堀 溝 土 師 器細 片 A l～ A H － 15 ～ 16

109 S D l O 9 素 堀 溝 A H － 10 ～ 12

1 10 S E l l O 井 戸

白色 砂

A S － 7
灰 シル ト 須 恵 器壷 、 土師 器 細片

褐 砂 土 師 器羽 釜
暗灰 砂 土 師器 羽 釜

11 1 S D l l l 溝 11 1 → 3 0 A G ～ A H － 7 ～ 9

112 S D 1 1 2 溝 112 → 3 0 1 11 と同 じ埋 土 A H ～ AI － 10 ～ 1 1

113 S K l 1 3 土 坑 113 → 3 0 1 12 と同 じ埋 土 A I～ A J － 10

114 S D 1 1 4 素 堀 溝 土 師 器楽 ・皿 ・細 片 A T

115 S D 1 1 5 素 堀 溝 土 師器 細 片 A S

116 S D l 1 6 素 堀 溝 土 師器 細 片 A S

117 S D 1 1 7 素 堀 溝 土 師 器賓 ・細片 A S

118 S D 1 1 8 素 堀 溝 土 師器 無 ・細片 A S

119 S D 1 1 9 素 堀 溝 土 師器 細 片 A T

120 S R l O l 流 路
黄 褐 砂 土 師器 壷 ・嚢 ・高杯 ・細 片、 石 器剥 片

120 → 100 ・9 0 A J ～ A R － 2 ～ 8
暗 灰 砂 土 師器 聾 ・細 片 、石 器 剥 片

12 1 S D 1 2 1 素 堀 溝 土 師器 楽 ・細 片 A P － 6 ～ 9

122 ・‘S D 12 2 ． 素 堀 溝 土 師器 嚢 ・細 片 、瓦 器 椀 、石 器 剥片 A 0 － 6 ～ 8

123 S D 1 2 3 素 堀 溝 土 師器 細 片 A S － 2 ～ 6

124 S D 1 2 4 素 堀 溝 土 師器 細 片 AT － 7 ～ 9

125 S K 1 2 5 土 坑 土 師器 細 片 、羽 釜 野 井戸 AT － 7

126 S D 1 2 6 素 堀 溝 土 師器 細 片 AT ～ AU － 8 ～ 9

127 S E 1 2 7 井 戸
黒 シル ト 土 師器 嚢 ・高 杯 ・細 片

A P － 11
黒 褐 砂 土 師器 楽 ・高 杯 ・鉢 ・細 片

128 S D 1 2 8 素 堀 溝 土 師器 細 片 、羽 釜 A U － 8 ～ 10

129 S D 1 2 9 素 堀 溝 土 師器 細 片 A U － 8 ～ 10

13 0 S B 1 3 0 掘 立 柱建 物
137 ～ 139 、 14 1 ～ 144 、 146 ～ 149 、 15 1、

152 で構 成
A N ～ AP － 2 ～ 4

13 1 S P 1 3 1 ピ ッ ト 土 師器 細 片 A S － 7

13 2 S P 1 3 2 ピ ッ ト 128 → 13 2 A U － 9

13 3 S R 1 3 3 流 路 土 師器 細 片 154 の堆 積 層 の一 部 A C ～ AD － 2 ～ 4

13 4 S R 1 3 4 流 路
黄 褐 砂 土 師器 壷 ・袈 ・高杯 ・細片 、 石器 剥 片、 土 製 品紡 錘 車

120 → 13 4 → 90 AJ ～ A K － 2 ～ 4
暗 灰 砂

13 5 S D 1 3 5 素 堀溝 土 師器 楽 ・皿 ・細片 A K

13 6 S D 1 3 6 素 堀溝 土 師器 楽 ・細 片 ＼－＼ A L

13 7 S P 1 3 7 柱 穴 掘 方 土 師器 細 片 SB 130 を 構 成 A P － 2

13 8 S P 1 3 8 柱 穴 桂 根 土 師器 細 片 SB 130 を 構 成 A P － 3

13 9 S P 1 3 9 柱穴 桂 根 黒色 土 器 椀 SB 130 を 構成 AP － 3 ～ 4

14 0 S R 1 4 0 流路 弥生 土 器 無頸 壷 ・碧 ・直 口壷 ・細 片 12 0 → 14 0 A L ～ AN － 2 ～ 12

14 1 S P 1 4 1 柱穴 SB 130 を 構成 AP － 4

14 2 S P 1 4 2 柱穴 柱 根 土 師器 細 片 SB 130 を 構成 AP － 4

14 3 S P 1 4 3 柱穴 SB 130 を 構成 A 0 － 3 ・4

14 4 S P 1 4 4 柱穴 掘 方 土 師器 細 片 SB 130 を 構成 A 0 － 4

14 5 S R 1 4 5 流路 第 3 遺構 面 A G ～ A S － 9 ～ 12

14 6 S P 1 4 6 柱穴 柱根 木製 品 細 片 SB 130 を 構成 A 0 － 3

14 7 S P 1 4 7 柱穴 SB 130 を 構成 A 0 － 2

14 8 S P 1 4 8 柱穴 SB 130 を 構成 AN － 2

14 9 S P 1 4 9 柱穴 桂根 土師 器 細片 SB 130 を 構成 A N － 3

150 S B 1 5 0 掘 立柱 建 物
56 、 159 、 16 1、 16 2、 16 3、 16 4、 166 で構

成
AG ～ AJ － 22 ～ 2 3

15 1 S P 1 5 1 柱穴 SB 130 を 構成 AN － 3

152 ・S P 152 柱 穴 柱根 土師 器 無 ・細 片 S13130 を 構成 AN － 4

153 S D 1 5 3 溝 土師 器 棄 15 3 → 13 4　 15 3 －ナ80 AH ～ A K － 4 ～ 5

154 S R 1 5 4 流 路 土師 器 楽 ・高 杯 ・細 片 AC ～ A D － 2 ～ 4

155 S K 1 5 5 土 坑 土師 器 喪 AM ～ A N － 4

156 S R 1 5 6 流 路 15 6 → 30 → 9 5 → 15 4 AC ～ A E － 4 ～ 7

157 S D 1 5 7 溝 AR ～ AS － 10 ～ 12

158 S P 1 5 8 ピ ッ ト AR － 9

159 S P 1 5 9 柱 穴 SB 150 を構 成 AG － 2 2

160

1 6 1 S P 1 6 1 柱 穴 掘 方 土 師 器 細片 SB 150 を構 成 AH － 22

162 S P 1 6 2 柱 穴 SB 150 を構 成 A H － 22

163 S P 1 6 3 柱 穴 SB 150 を構 成 AI － 2 2

164 S P 1 6 4 柱 穴 SB 1 50 を構 成 A I － 2 2

165

1 6 6 S P 16 6 柱 穴 SB 15 0 を構 成 AH － 23

167 包 含 層 灰 白砂
土 師 器広 口壷 ・嚢 ・鉢 上皿 ・細 片 、 須恵 器 細片 、 瓦質 土 器細 片 、

円筒 埴輪

168 包 含 層 暗褐 シル ト
土 師 器無 ・器台 、 須恵 器 高杯 ・壷 ・賓 、 黒色 土 器椀 、 瓦器 椀 、

青 磁 椀 、瓦 質土 器 、朝 顔 形 ・円筒埴 輪 、 石器 剥 片

169 包 含 層 黒褐 シル ト 弥 生 土器 細 片
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調査区全景（南から）

SB150全景（北東から）



SE127土層断面（南から）

SD15〕土層断面（西から）



SRO20土層断面（乗から）

SRO50土層断面（東から）



SRO70土層断面（南から）

SRO70柵全景（乗から）



SRO83土層断面（南から）

SR140土層断面（南東から）



SBO60全景（西から）

SB130全景（南から）
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